
    
      
        
      
    

  





大奥っぽい世界にトリップした歴女ですが、上様となった恋人との再会愛を実らせます
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その壱　リンの章












　スマホのお天気アプリが桜の開花状況を教えてくれるようになってはや数日。

　門野宮かどのみやリンは、出社の用意をしながら天気予報と一緒にそれを見るのが日課になっている。

　パンをコーヒーで流しこみ、オフィスカジュアルで無難にまとめて、黒い大きな通勤カバンを手にする。

　カバンもずっしりと重たいがリンの心も重たい。

　仕事が嫌いなのではない。先々月、急にやってきた上司が嫌いなのだ。

　その男は、ぼんくらを絵にかいたようなダメンズである。しかも自分はデキる男のつもりでいるから厄介だ。さらに、口を開けばパワハラかセクハラという有様である。

　何度辞表を叩きつけようと思ったか知れないが、リンはどうしても仕事を辞めたくなかった。

「先輩が戻ってきたらすぐに結婚式があげられるように……お仕事、頑張りますね」

　スマホの待ち受けにしてあるツーショット写真に向かって話しかけてしまう。

　待ち受けの彼は、リンが大学生の時から付き合っている恋人の田安たやす徳洋とくひろだ。

　彼はリンより何年か先に入学していたが、在学中に休学して世界中を回っていたらしく、いつの間にかリンとの学年差も縮まって、一学年上になっていた。旅行のしすぎであわや同時に卒業かと思われたが、徳洋が一年先に卒業できたため、先輩としての面目を失わずにすんだ。

　しかも、大学入学前にも世界を回っていたとかで、リンよりも七歳も年上である。出会った当初はなかなか年齢を言わず、七歳違いだとこっそり教えてくれたのは付き合うようになってからで、他の学生たちが自身の年齢を推測するのを楽しんでいる節さえあった。

　はじめてキャンパスで見かけた時には髭面だったこともあり怖いと思ったのだが、リンが何気なく見学に行った競技ダンスサークルでの彼は、髭もなくなっていてしなやかで華やかだった。上背もあり筋肉質で陽に焼けた精悍な顔をした田安先輩は、人を惹きつけるオーラを放ち、モデルか俳優のようでさえあった。

「……お、新入生か？」

　よく響く心地よいテノール。

「は、はい」

「美人だな。しかも姿勢がいい。よし、一年以内にボールルームクイーン取らせてやる」

「へ？」

「競技会に俺と組んで出場しないか？　去年まで組んでいたパートナーが卒業してしまってパートナー探しをしなければと思っていたところだった」

「ダンスの競技会ですか!?」

「そう。手足も長い。しかも化粧映えしそうな美人だ。さらにドレスを着れば華やかになるだろう」

「でもわたし、社交ダンスの経験はないんです！」

「安心しろ、うちは強豪だが大学に入ってからダンスをはじめた連中がほとんどだ。任せておけ、すぐに踊れるようになる」

「そうなのですか……」

　あれよあれよという間に徳洋とカップルを組むことになり、あれよあれよという間に親しくなった。

（先輩……どこに行っちゃったんだろう……）

　そう、彼は消えてしまった。

　スマホをしまい、玄関を出た。春の嵐が、リンの長い髪を乱した。風の中に薄ピンクの花びらがひとひら。

　それを目で追いながらリンは駅へと早足で向かった。






　――リン、満開になったら桜を見にいこう。






　脳裏に響く低い声。照れくさそうに誘ってくれた彼の表情を忘れたことはない。

　誘われた日から数日後、仕事帰りに待ち合わせをして夜桜見物に出かけた。互いにスーツ姿でのデートはどこか新鮮だった。

　目的地は、リンの会社の近くにある公園を、徳洋が指定した。満開の桜の下では身を寄せ合って睦まじいカップルや、同僚や友達とにぎやかに宴会をしている人たちもいる。






　――リン、この前『加賀宰相家上屋敷跡かがさいしょうけかみやしきあと』を見て喜んでたろ。ここは、下屋敷しもやしき跡だ。






　リンは、大喜びした。とにもかくにも、自他共に認める『歴女』である。そして幼くして両親を事故で一度に亡くしてから十八歳になるまでずっと養護施設で育った徳洋は、施設の園長の影響で大の歴史好きでもあり――図らずも共通の興味関心が歴史だったのである。






　――リン、今日はやけに風が強いから気をつけろ。






　差し出された大きな手を掴めば、ぎゅっと引き寄せられた。大きくて温かい手。この手を離したくない、リンはそう思った。

　付き合って何年になるだろうか。いまだキスしかしたことがない。

「先輩、あの……」

　なんだ？　と、やさしいまなざしが落ちてくる。もっと一緒にいたいです、キスしたいです、などと言えるはずもなく。リンは「桜、きれいですね」と誤魔化してしまった。






　――リン、夏休みを合わせて、どこかへ一泊旅行に行かないか？






　ビールを飲みながらふとかけられた言葉。一泊旅行。リンの心臓がドクンと跳ねる。

「はい！　行きましょう」

　返事のかわりに、ざあぁぁ、と、強い風が吹いた。桜の花びらが一気に舞い上がり、思わずリンは目を閉じる。

　する、と繋いでいた手が離れた。

「あれ？　先輩？」

　それ以来、彼の姿は消えてしまった。忽然と消えた。そして姿が消えてしまっただけでなく、彼がこの世にいた証が何一つない。二度とその姿を見ることがなかったのだ。

　彼が働いていた会社に問い合わせてみればそのような社員はいないと言われ、彼が育った施設にも彼の形跡は何もなかった。競技会の記録を調べてみれば、リンは別の人と組んだことになっていて、サークルメンバーの記憶からも消えていた。

　桜が散って約束の夏休みも過ぎ、秋も駆け足で去っていき年が改まった。

　やっぱり先輩は戻ってこない。

　季節だけが過ぎ、次第にリンは寂しさと焦りを埋めるため、ひたすら仕事に打ちこんでいった。

　そしてまた、春が来た。

「先輩、また桜の季節ですね」

　満開の季節になったらまた会える気がして、リンは桜が満開になるのを待っていた。










「おはようございま……」

　挨拶をし終わらないうちに、リンはため息を吐いていた。にやにや笑う男がいきなり肩を抱いてきたのだ。生憎フロアにはふたりきり、早く着きすぎてしまった。

「おはよう、リンちゃん。今日もきれいだね。春の女神とはきみのことだね。だけど上司のぼくよりゆっくりな出勤ってどういうことかな？」

　よく言う、と、リンは内心あきれた。この男は遅刻の常習犯、定刻に出社したためしはない。つまりは、ドラマかどこかで仕入れてきたセリフを口にしてみたかったのだろう。そういう男である。

　オフィスに似つかわしくない強いコロンと、太りすぎて今にもボタンが弾けそうなスーツ、一点の曇りもない革靴はすべてイタリア製であるらしい。そして、太い指が摘まんでいるのは、これまた香りの強い葉巻である。

　リンは、さっと灰皿を差し出した。

「禁煙です」

「いいじゃないか……一本くらい」

「では、喫煙所でどうぞ」

「一緒に行こう」

「いいえ、わたしは非喫煙者ですので結構です」

　自分のデスクについてパソコンを立ち上げるリンの腕を、その男――後鳥羽ごとば安麿やすまろはむんずと掴んだ。太い指が食いこんで痛い。

「……そんなにがつがつ仕事してさ、出世したいか？」

「え？」

「出世したいなら、簡単だぞ……」

　ぐぐっと顔を寄せられてリンは思わず仰け反る。

「ぼくの女になればいい。自慢じゃないけどぼくの逸物はとても大きいからね、毎晩天国へ誘ってあげるよ」

　朝から下品極まりないセリフである。テンションが著しく下がったリンにおかまいなしで耳元でねちっこく告げながら、リンの顔をゆっくり撫でまわし、あろうことか胸元までその手を下ろした。

　ぞわり、リンの全身に鳥肌が立った。

「やめてください」

「あれぇ、いいのかなぁ……ぼくに逆らうと、パパに言いつけてクビにしちゃうぞ。知ってるよね、ぼくのじぃじは会長でパパは社長だよ」

　知っている。じぃじもパパも次期社長の安麿にとことん甘く、なんでも言うことを聞く。彼が泣きつけば、平社員のリンなどあっさり解雇されてしまうだろう。

「……今夜と明日……は、取引先と会食だから……そうだな、来週にでもディナーのあとホテルに行こう。きみはいつもぼくの紳士的な誘いを拒否するから、これは命令だよ」

　とんだ命令もあったものである。リンは「クソ上司！」と叫びたいのをぐっとこらえて無理矢理笑顔を作った。

「……お断りいたします」

　なんだと！　と、後鳥羽が目を剥いた。リンが従うと思っていたのが丸わかりである。

「ぼくに逆らうのか！　今に見てろ！」

　どすどすと床を踏み鳴らして勝手に退社していく後鳥羽の背中に向かって、リンは小さくガッツポーズをした。少なくとも午前中いっぱいは彼の顔を見なくてすむであろうから。

　しかし後鳥羽はリンの想像以上のことをやってくれた。

「申し訳ございません」

　リンは、ひたすら頭を下げていた。茶色く染めた長いポニーテールが、その都度揺れる。

　今日提出のはずの企画書は真っ白、取引先に入れるはずの連絡はしていない、午前中の社内会議はすっぽかす……。すべて、後鳥羽のミスだ。だが、急遽呼び戻された後鳥羽は、自分のミスをリンのミスだと主張した。

　同じ部署の人たちは後鳥羽のミスだと信じてくれるが、他部署や社外の人はそうではない。

　リンはあっという間に、大失態を演じた子、というレッテルを貼られてしまった。

「門野宮くん、しっかりしたまえ。美容や色気を振りまくことに気が散っているからこうなるんだよ。ぼくから、パパにクビにしないよう頼んでおいてあげよう」

「だ、誰のせいで……！」

「んん？　ぼくの報告次第でどうにでもなるんだよ、わかってるね？」

　強引に肩を組んでくる後鳥羽を振りほどいて、リンは会社を飛び出そうとした。

「あれ、リンちゃん、どこ行くのかな？」

「お昼です！」

「じゃあ、ぼくと一緒にフレンチ……」

「結構です！」






「……あーあ、なんでこうなっちゃうの……」

　食欲などあるはずもないが、それでもコンビニで買ったサンドイッチとサラダ、ヨーグルトを持ったまま公園へと向かう。先輩が消えてから、何度も足を運んでいる慣れ親しんだ場所である。

「わぁ、満開だ……」

　ざわざわと、木々がざわめく。

「先輩……会いたいなぁ……」

　あの時のように、強い風が木の葉を揺らす。桜吹雪の中、リンの足元に桜の花がぽとりと落ちてきた。コロコロ転がっていく。

「花の形のまま……？」

　枝を見れば、小鳥がちょうど花を啄んでいる。器用に花の根元を咥えては落としている。リンはじっと、小鳥を見つめていた。

「先輩どこに行っちゃったんですか？　なんで、わたしだけ残してどこかに行っちゃったの？」






　――リン！　リンじゃないか！






　桜吹雪の合間に和服姿の先輩が見えた気がして、リンは目を擦った。会いたいと思うがゆえの幻だろうか。

「……先輩？　わたしはここです」

「リン、こっちだ！」

「先輩！」

　ざぁぁぁ、と強い風が吹き、リンは探し求めていた手に引き寄せられた。
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その弐　徳洋の章












　びょおおお、と、風が吹き、思わず目を閉じた田安徳洋は、目を開いた次の瞬間硬直してしまった。まったく見覚えのない板の間にごろんと転がり出てしまったのだ。

　今の今まで、桜を眺めながら恋人のリンを旅行に誘っていたはずなのに。

「――リン？　ここは、どこだ……？」

　繋いでいた手にはいまだぬくもりがある。

　が、ぐいっと顔を上に向けられて思わず目を閉じた。オレンジ色の揺れる光――蝋燭ろうそくを差し向けられたらしかった。人影は、ふたつ。いずれも着物を着た男だ。

「おお、これはまさに御殿様に瓜二つじゃ！　御坊ごぼう、まことにかたじけない」

「なんの。御家の一大事である今、先祖伝来の召喚の術を使わずいつ使うのか。にしても、まこと瓜二つ」

　彼らが徳洋から離れて、床に腰を下ろした気配がした。ゆっくり目を、周囲を窺う。

　板張りに正座しているのは時代劇に出てくるようなちょんまげの老人と、墨染めの衣に金襴の袈裟の高僧のような男。ふたりは向かい合って座り、老人が僧に頭を下げ、僧がなんの、と手を振る。

　よいしょ、と、田安徳洋は体を起こした。いったいわが身に何が起こったのか、一刻も早く事態を把握せねばならない。

　御坊、と呼ばれた男が、徳洋をじっと見つめる。

「手荒な真似をお許しくだされ。拙僧は御当家ごとうけ――あー加賀かが前坂まえさか家の菩提寺ぼだいじの住持じゅうじにござる」

　合掌して恭しく頭を下げられ、徳洋は思わず背筋を伸ばして目礼を返してしまった。住持は、老人に向き直り、何やら難しい顔をした。

「して……御家老ごかろう様、身代わりを呼び寄せねばならぬご事情をもう少し詳しくお聞かせいただきたい。しかるのちにこちらの御仁ごじんにも説明いたさねばなるまい」

　身代わり？　と徳洋は呟いた。その声が届いたのだろう、住持と御家老が徳洋を見る。

「何も事情がないのに妙な移動をするはずがないだろう。違うか？」

「これはこれは……いやはや、察しがよくて助かりまするぞ」

　そう言いながら御家老が、ごほん、と空咳をした。

「うむ。隠し立てしてもはじまらぬゆえ……御坊はどこまで承知かな？」

「本物はいずくにおられるのか。噂では参勤交代さんきんこうたいの道中、卒中にて急死なされたとかお命は取り留めたものの昏倒したままとか……いずれにせよ、江戸屋敷のどこにもお姿がない、と」

　それが、と、老人が声を落とした。思わず住持も徳洋も身を乗り出してしまう。

「他言無用に願いたいのじゃが……御殿様は卒中ではのうて、倒幕とうばく運動という面倒な病に冒されての……」

　少し、沈黙が落ちた。それまた厄介ですなぁ、と、住持が吐息と一緒に呟く。

「国元にて藩政改革のために多くの学者を頻繁に招いていたのが悪かった。いつの間にか水戸学に傾倒し、誰に吹き込まれたものか尊王攘夷そんのうじょういにかぶれてしもうた。道中、御供頭おともがしら相手にくどくどと申されるゆえ、江戸屋敷に着くや否や家中の主だった者が総出で御殿様を上屋敷かみやしきの座敷牢ざしきろうに籠めて、改心と再教育を試みたのじゃが、我らの隙を突いて出奔しゅっぽんしてしもうた」

「な、な、なんと……」

「じゃが、まさかに源氏の流れを汲み、百万石の大藩たいはんとなった名門加賀前坂家の三十八代当主が倒幕だの攘夷だのを掲げてすたこらと屋敷より逃げ出したなどと言えぬ。このご時世、どうぞ取り潰してくだされと言うようなものじゃ」

　住持の口がぽかんと開いたままになった。徳洋の口も開いた。

「御家老……これはただ事ではありませぬな」

「さよう。大醜聞、大失態といわれてもいたしかたあるまい」

　はぁ、と、ふたりが、そろってため息をつく。

　間違いなく大スキャンダル、武家の一大事であることは、徳洋にもわかる。

「いやはや……従三位参議の位にあるお方の出奔など、おそらく徳川とくがわ十八代の治世でもはじめてのことでしょうなぁ……」

　住持がしみじみと言う。

「うむ。これまでに聞いたためしもない大失態じゃによって、御公儀ごこうぎのお耳に入ると、どのような沙汰さたが下されるか、とんとわからぬ。ゆえに、御公儀のお耳に入る前になんとかせねばと思い、御坊に頼んで瓜二つを異界より呼び寄せてもろうたのじゃ」

「良くも悪くも十八代様は御気性がはげしい。その時のお気持ちひとつで、どうとでもなってしまいますからなぁ……」

「さよう」

　徳洋は、はて？　と首をかしげた。学校で習った江戸時代は十八代もなかった。十五代で明治維新を迎えたのではなかったか。

（攘夷と言ったか……なら、やっぱり幕末か？）

　住持と御家老の会話は続いている。それを聞くに、開国か攘夷かで幕閣ばっかくの意見は割れつつも、適度に外国との付き合いもあり、明治維新は先延ばしになり、将軍家と朝廷も仲良くやっているらしい。

　もちろん、江戸城の明け渡しもされておらず、江戸時代が続いているようである。

（ネオ幕末、ネオ江戸？）

　現に、徳川だとか家老だとか参勤交代だとか、知っている単語もあることから、江戸時代によく似た世界と思っていいだろう。

（リンがいたら、喜びそうな世界だな……）

　徳洋は、自身が妙に落ち着いていることに驚いた。混乱よりも元来の『面白がり』が勝ったのだろう。

　だが、それは純粋に自分が旅行者であった場合の話である。問題は、どうやら徳洋は出奔した御殿様に瓜二つであるがゆえにこの世界に呼ばれたらしいこと。

（まさか、これから百万石の御殿様の身代わりをさせられるんじゃ……）

　御家老と住持がちらちらと徳洋を見るものだから、背筋を嫌な汗が流れる。

　世界放浪経験があるとはいえ、二十一世紀の会社員だった己に大大名家の当主の身代わりが務まるはずがない。どうやって断ろうか、元の世界というか元の時代にどうやって帰ればいいのだろうか、などと思っていたら、背後の襖ふすまがすっと開いて若い男女がしずしずと入ってきた。

「まて、なんだその、剃刀かみそりと盥たらいは」

「あっしは髪結かみゆいにございやす」

「か、髪結い!?」

「日頃は表長屋に出入りしている町人であるが、腕利きの者であるぞ」

　と、御家老が言う。

「町人が御殿様の髷を結うとは珍しいですな」

　こちらは興味津々の住持だ。

「本来は、御小姓衆の御役であるが、身代わりを呼び寄せるにあたって御殿様の近くにあってお世話をしていた者どもには暇を出した」

「ははぁ……」

「この者は口も堅く腕も申し分ないゆえ、うってつけであろう？　どうじゃ、整えられそうか？」

　へい、と言いながら男は徳洋の髪を摘まんで難しい顔をし、女は勝手に徳洋に着物をあてがって同じく難しい顔をしている。

「見事な御髪おぐしでござんすが、御殿様が総髪そうはつはいかがなものかと……」

「ちょ、ちょ、ちょっとまて！　ソウハツって……」

「へぇ、総髪は浪人者や破落戸ごろつきのするものと相場が決まっておりやすからね。うーん、立派な髷まげとは言い難いですが、なんとか形にしてみましょう」

「髷！」

　勘弁してくれ、と、徳洋は思わず悲鳴をあげてしまった。

　多くの国を旅して、時には民族特有の文化に合わせて髪型や服装を変えて過ごすことに抵抗のない徳洋だが、さすがにちょんまげには抵抗を覚え、抗った。

　が、御家のためと住持と御家老に泣きつかれて、ついにはウンと言ってしまった。

　そして、あっという間に徳洋は月代さかやきを剃り上げられ髷を結われ、羽織袴を着せられてしまった。

「お似合いでございますよ」

　と、女に鏡を渡された。

「なんてこった……頭部が妙にスースーする……」

「ややっ、どこからどう見ても、御殿様じゃ！」

　と、御家老と髪結いは嬉しそうである。

　そのまま御家老に導かれて、ぎしぎしと鳴る廊下を歩く。

「妙にぎしぎしいうが……この廊下、腐っているのか？」

「御殿様、めったなことをおおせられますな。こちらは盗賊よけの鶯うぐいす張ばりにございます」

　そんなことも知らぬのか、とでも言いたげな老人の目に、徳洋はむっとして反論した。

「金がなくて修繕ができていないのを、ウグイスとやらと言い張っている可能性だってあるだろう？　なにせ、武家は体面が大事、御家大事と言うからな。だいたい、鴬張りはもっと高い音のはずだが、これはどう聞いてもギシギシだ」

「鴬にございます。よろしいですな」

「……やはり、体面が大事か」

　このあたり、育った施設の園長先生がよく見ていた時代劇の受け売りである。老人が、声を落とした。

「腐っているのかなどと御殿様がお口になさいますと、仕事を行った臣しんと職人が腹を切らねばなりません。建て付けが悪かろうが早々に腐ろうが、音が鳴るからにはすべて鴬張りなのです。軽々に御殿様はご発言なさらぬよう」

　オトノサマとはなかなか面倒そう、と、徳洋は盛大なため息をついた。

「もう一つ、奢侈しゃし禁止……とまでは申しますまいが、質素倹約にてお願い申し上げます」

「あれか、財政が思わしくなくて商家に金を借りているとか？」

　ごほんごほん、と、一斉に老人たちが咳払いし、徳洋は思わず苦笑いを浮かべた。

「いいじゃないか。少しくらい教えてくれても」

「……借財はございませんぞ」

　後ろの方にいた老人が小走りでやってきて、こそこそと教えてくれる。

　どうやら米や農作物の不作が続いたうえ、江戸を台風が直撃し江戸にある屋敷のどれもが大きく傷んでしまい、その修繕費用が莫大だったという。そこで、財政が持ち直すまで度を超えた贅沢禁止を掲げたということらしい。

　その後は黙々と歩き、いくつ角を折れ曲がったか知らないが、やたらと広い座敷に案内された徳洋は、一段高いところへ正座するよう指示された。

「御殿様、よろしいですかな。この場では、大儀たいぎである、祝着しゅうちゃくである、よきにはからえ、くるしゅうない、それ以外を言うてはなりませぬ」

「はぁ!?」

「よろしいですかな」

　厳めしい顔で念を押されては、わかった、と頷くしかない。

「で？　これから俺は誰と会うんだ？　家臣団か？」

「御正室候補の姫君、松平まつだいら美作守みまさかのかみ様御息女乙姫おとひめ様にございます」

「は!?」

　咳払いをひとつし、居並ぶ老人のひとりが説明するところによると、なんでも御殿様の従三位参議昇任が決まり、山のような縁談の中から選び抜かれた姫君であるらしかった。

「ちょっとまて、ゴセイシツコウホってことは奥さん候補だろう？　だったら俺が身代わりだってバレるんじゃ……」

「心配は無用にございまするぞ。乙姫様との面識はなく、縁談が持ち上がってからも文のやり取りもございません」

「ということは、これが、初対面か」

　ほっとしたものの、美作国の当主は誰か、役職や石高こくだかなどさっぱりわからない。

（……ああ、歴女のリンがいてくれたら……）

　そんなことを思っている徳洋の前に、しずしずと小柄な女性、いや、女の子がやってきた。

「……ずいぶん若く見えるが……」

「御年おんとし十七」

「満年齢だと十五くらいか？　……若すぎないか？」

「御輿入れに相応しい御年にございます」

　徳洋の感覚では信じられないが、そういやテレビで見た時代劇でもそんな年頃の姫が輿入れしていたな、と思い出す。

　おすべらかしに、金糸銀糸で繊細な刺繍が前面に施された黒の打掛。見たところ、いかにも育ちの良さそうな和風美人である。白い肌はつるりとして白鷺のようであり、漆黒の髪はまっすぐに足元まで延びている。

　が。

　何やら口上を述べている姫君の後ろを見た徳洋は絶句していた。

　姫君に悟られぬよう、御家老を見る。

「あの女性たちは？」

「表向きは乙姫様付きの御女中おじょちゅうたちですが、御殿様の御側室候補八名にございまする」

　ぽかんとする徳洋に、家老は真面目な顔を向けた。そっと扇を広げてその陰で、

「以前足繁く御通いだった御側室候補には秘密裏に暇を出しましたゆえ、身代わりと気づかれるおそれは低いかと」

「念の入ったことだな……」

「御殿様におかれましては一日も早いお世継ぎを、お願いいたしまする」

　と告げた。

　お願いいたします、と言われたところで、徳洋はそんな気にはとうていなれない。結婚するのはリンだけだと決めている。どうやってゴセイシツとゴソクシツを退けるか考えねばならない。

「くそっ……」










　だがゴセイシツもゴソクシツも、オヨツギも、それどころではなかった。こちらで暮らすだけで精いっぱいである。

「御殿様、勝手に御起床になっては困ります。ささ、お目覚めの刻限こくげんまでお布団にお留まりください」

　勝手に体を起こせば小姓こしょうがすっ飛んできて布団に押しこめられる。どこかで太鼓が鳴り響いたあと、「もし！」との発声があってようやく起きることが許される。こちらに来てしばらく経つが、どうしても自分で起き上がってしまう。

（め、面倒な……）

　寝間着を脱がされ着物を着せられ、顔を洗って髪結いがやってくる。最初に月代にちょんまげ姿の己を見た時は卒倒しそうになったものだが、それもいつしか慣れてしまった。

　そうこうしていると側用人そばようにんの小野寺おのでら七右衛門しちえもんがやってくる。正月で五十七歳になったという、鶴のごとくに痩せた老人である。見た目はひょろりとしていていかにも頼りないが、これがなかなかの清濁併せ呑む度量を持つ知恵者であるらしい。前坂家は江戸に屋敷を四つ持っている。上屋敷、中屋敷なかやしき、下屋敷、それから蔵屋敷くらやしき。それらすべてを取り仕切っているのが、この男である。それどころか前坂家のあらゆる面を仕切っていて、御坊とやらが徳洋をこちらへ召喚したのも、実は彼の指図であったらしい。

「御殿様におかれましては本日も御機嫌麗しく恐悦に存じまする」

「うむ」

「さて御殿様、上様うえさまから早急に登城とじょうせよとのことにございまする」

　徳洋は側用人をぎろりと睨みつけた。当代の上様は大改革がお好きであるらしく、前代未聞の大変革として若年寄の兼任をそっと打診してきたのだ。実力主義、ということらしい。

「無理！」

「は、なんと」

「いいか、城中でのマナーも他のオトノサマのことも知らないのに、上様に会えるか！　無作法だと笑われるのがオチだろう。すぐに断ってくれ」

「……お城へ登る日の延期を取り計らいまするが、いつまでもこのままというわけには……」

「それは……そうだが……」

　徳洋にとって都合の悪いことに、この前坂家は百万石の家柄で御三家ごさんけ御三卿ごさんきょうに次ぐ高位にあった。そのうえ、当代藩主は三百諸侯さんびゃくしょこうきっての切れ者としてつとに名高い。というのも、停滞しかけた藩政を立て直し、領地で起こった自然災害に端を発する民の不満爆発を見事に捌いた手腕が広く知られるにつけ、諸外国との衝突の仲裁、江戸市中のみならず天領てんりょうや各地で起こる小競り合いの仲裁などを秘密裏に相談されることが増えていった。その結果、上様や幕閣から一目も二目も置かれる期待の星であり、御役ナシなどありえないところまで来ているのである。

「爺さん、いいか。俺に大大名家の御殿様、ひいては幕府の要職などやれるわけ、ないだろう！」

　がらりと箸と茶碗を投げ出して、その場に手枕で寝転がる。無作法だが、側用人はそれを咎めることはない。

「……リンがいてくれれば、まだしも……」

「そのことにございますが、御殿様」

「なんだ」

「このところ、乙姫様付き老女ろうじょが怒り狂っておりましてな、江戸屋敷に到着してはや幾月もたつが一度もお渡わたりがない、と。薙刀なぎなた構えて本丸ほんまるへ乗りこんで来かねない気配だとか」

「はぁ……そっちも断ってくれ。毎回言うが、俺は乙姫様も御側室候補も会う気はない」

「御殿様、それはなりませぬ」

　家と家の事情なるものが横たわっているらしい。それが理解できないわけではないが、どうしても、リンが忘れられない。

「リンに会いたい。爺さん、リンをここへ連れてこい」

「御殿様……そのような無茶を申されますな」

「ならば俺を元いた場所に返してくれ」

「しかるべき天命を全うされた暁にはお戻りいただけまする」

「しかるべき天命ってなんだよ……」

　ぎしぎし、と、廊下が鳴った。誰かが来たのだ。側用人があわてて徳洋に体を起こすよう合図し、すばやく膳や衣服を直す。音のなる廊下は便利だな、と、徳洋はこっそり思っている。

「御殿様、御寛ぎのところ失礼いたします」

　顔を出したのは、新しく召し抱えられた小姓である。ために、彼は元の御殿様の顔を知らない。目の前にいる徳洋を本物の御殿様だと信じていて、心から仕えてくれている。

　そんな彼はどうやら奥おくからの文を持ってきたらしい。側用人が御殿様お食事を理由に速やかに受け取ってくれる。

　こちらの文は達筆すぎて徳洋には読めない。いつも、側用人がさりげなく読んでくれるのだが――。

「御殿様、それでは後ほどくさぐさの書類をお持ちいたしまする。この文もその時でよろしかろうと存じまする」

「うむ、た、大儀である」






　忙しいような、気が張るような、心身ともに落ち着かない日々が続く徳洋は、それでも御殿様を懸命にこなしていた。

　江戸屋敷の人々の健気さと、この世界の政情不安の世の中を黙って見ていられなくなったのである。

「えーっと、フランス式軍制を取り入れることを上様に進言してみるかな……それから……」

　上様に求められるままに、意見を述べる。書き損じた紙に思うままを箇条書きにし、あとで側用人に清書してもらわねばならない。

　こちらへ来て数日が経過したころ一大決心をして城へ登れば、案外なんとかなった。

　しかし、ころころと、それこそ上様の御気分によって激しく人事異動が行われていたため、政まつりごとは滞っていた。大名も頻繁に代替わりするため、徳洋が身代わりだとバレる危険性はぐっと下がっていた。

　もちろんそれでも、気苦労も絶えず大変であるが、若年寄の職にあれば参勤交代で国表くにおもてに戻る必要がないため、身代わりだとバレないという最大のメリットがあることに、今更ながら気がついた。

「どうしたもんかな……」

　大藩は無役、これが江戸時代の基本であったはずだ。その基本を崩すのだから、何らかの反発や反動は覚悟しなければならない。

「……リンだったら、なんと言うかなぁ……」

　そんな中、上屋敷の近くに、品のいい小料理屋を見つけた。

　日本橋の名店で修行していた料理人と、そこで働いていた女中が夫婦めおとになって出した店であるらしく、味も、店の雰囲気も、女将おかみの心配りも、申し分なかった。

　時間が許す時は、その小料理屋で寛ぐのが徳洋の楽しみになっている。

　気がつけば、江戸にも桜の季節が到来していた。

「リン……会いたいなぁ……」

　江戸上屋敷の庭には、見事な桜がある。白壁から盛大にはみ出した桜の枝を、近隣住民が見にくるほどである。

「前坂家の下屋敷にも見事な庭園が……あ！」

　加賀宰相家下屋敷――それはリンの会社近くの公園で見た石碑の文字である。

　ならば、下屋敷の桜は、リンと現代日本で見た桜であるかもしれない。

「ちょっと出かける」

「御殿様、どちらへ？」

　小姓が小走りでついてくる。ようやく乗れるようになった馬で走ってみたいと思うものの、下屋敷までの道順がよくわからない。

「急ぎ駕籠かごを呼んでくれ」

「しかし」

　小姓が困るのも無理はなかった。御殿様は予定にないことをしてはならない。御殿様がその日の気分で勝手なことをすると、家臣たちが困るのだ。

　だが、今日の徳洋はがまんできなかった。

「下屋敷へまいる」

　果たして目的地は満開の桜だった。一瞬、現代日本のあの公園と風景が重なる。

「会いたい……リン、会いたいぞ」

　ざぁぁぁ、と、突風が吹いて乾いた砂埃が舞い上がった。その中に、スーツを着たリンの姿が見えた気がした。別れた時より髪の毛が伸びただろうか。会いたさに、リン、と呼べば、

「先輩――？　どこですか？」

　かすかな返事がある。リンがきょろきょろしている姿が見える。

「リン、俺はここだ……」

「先輩？」

「こっちだ、リン！」

　ざぁぁぁ、と、再びの強い風、花びらが舞い散る中で、徳洋は手を伸ばした。すると、阿吽あうんの呼吸でリンがそこに手を添える。

「リン、消えるな、リン」

「先輩！　先輩じゃないですか！　なんですか、その格好……！」

　驚いたような顔をしたリンが必死で伸ばす手を掴んでぐいっと抱き寄せた――はずだった。

「幻、か……？」

　手の中は、空っぽだった。会いたさゆえの幻覚かと自嘲しながらも、諦めきれず桜を見る。突風はぴたりとやんでいる。そして、引っ張ったはずのリンのぬくもりや重さは、手に残っている。

「リン、こっちへ連れてきてしまっただろうか？」

　会いたい。今すぐリンを抱きしめて、結婚したい。

　御駕籠を担いできた御陸尺おろくしゃくが「そろそろ戻りませんと……」と控えめに声をかけてくる。

「そうだな、小姓に出かけると告げただけで勝手に屋敷を抜けてしまったな」

　きっと今ごろ大騒ぎだろう。

「屋敷へ戻る」

　目を閉じた徳洋を乗せ、ゆっくりと御駕籠は動きはじめた。

















その参　奥の章












　前坂家の奥ではちょっとした騒ぎになっていた。

　桜の若木を植えたすぐ傍に、奇妙な格好をした若い女子おなごが倒れていたのである。

「曲者くせものやもしれませぬ」

　乙姫様付きの女中たちが小太刀こだちや懐剣かいけんを手に、次々と庭に下りてくる。

「……もし！　もし！」

　一番年嵩の女中である瀧島たきしまが、そっと女子の肩を揺する。その拍子に、上衣から手帳のようなものが転がり出てきた。そっと開いてみると、やけに頑丈な四角い紙があった。名前らしきものとともに、似顔絵がついている。

「門野宮リン……？　もしや、数十年前に絶えた門野宮さまのお血筋の姫君であらせられるのか？」

　それでも念のため、武器や毒物を隠し持ってはいないか、瀧島が女の身体しんたいを調べる。

「瀧島、どうですか？」

「はい、刀剣や毒、暗器あんきなどは見当たりません。書状や密書なども持っていないようです」

　着物や所持品を見る限り、とても身分の高い姫君には見えないが、何か事情があってのことかもしれない。

　ころん、と仰向けになったその女は、茶色く長い髪が波打ち、なんとなく見慣れない風情ではあるけれども大変な美貌だった。

「……瀧島、もしや、異国の娘では」

　乙姫が、履物をはいて庭に下りてきた。周囲の静止をやんわりとかわして、謎の娘を見つめる。

「……瀧島、この者を中へ」

「しかし、姫様、どこの馬の骨ともわからぬ娘を姫様のお傍にあげるわけには……」

「万が一の時には、瀧島、そなたが自慢の薙刀と小太刀で守ってくれるのでしょう？」

　にっこりと微笑まれ、瀧島は胸をつかれた。

「お任せください。この瀧島、薙刀も小太刀も免許皆伝かいでんにございますれば、怪しげなる者のひとりやふたり！」

「頼もしいこと。その時には頼みましたよ」










　ゆっくり目を開けたリンは、周囲の様子を見て驚くより先にあきれた。やたらひろい純和風の部屋である。

「ここ、どこ!?」

　着ていたスーツは枕元にたたまれ荷物も部屋の隅に置いてある。そして、浴衣を着せられている。

「旅館？　にしては広いわね……」

　のそのそと布団から這い出して、行儀が悪いとは思ったものの、散策してみる。

　隣の部屋も、庭も、純和風。ライトはなくて行灯あんどんがある。グラスがなくて湯呑みがある。

「時代劇のセットみたいな建物ね」

　それにしても、と、リンはため息をついた。

「……せっかく先輩と会えたと思ったのに……」

　桜吹雪の中に和服姿の先輩の姿を見た。名前を呼んでくれて、手を掴んでくれたと思ったのに……。

「とにかく、先輩を捜さなくちゃ！」

　せんぱーい、と、小さな声で呼びながら屋敷の中を歩き回る。

「気がついたようですね。勝手に屋敷を徘徊するとはどのような育ちなのか」

「ひ!?」

　背後から声をかけられ、リンは跳び上がった。振り返れば、怖い顔をした着物姿の女性がいた。

「あ、え、えっと……門野宮リンです。助けてくださってありがとうございました」

　ぺこり、と、頭を下げる。

「そなた、里はどこですか？」

「さと？」

「お父上の役職、お母上の生まれなどです」

「あ、ああ、えっと、父は役所に勤めていて母は京生まれの書道の師範です」

　なぜそんなことを聞かれるのかと不思議に思うが、その女性は何やらじっとリンを見つめている。

「な、なんでしょうか……」

「曲者ならばただちに表に引き渡さねばならぬし、そうでないなら姫様付き女中として……」

「く、曲者ではありません！」

　社員証を出して不審者ではないと説明しようとしたのだが、はたと、それはあまり役に立たない行為だと思い至る。目の前の女性が、リンの勤めている会社を知っているとは限らないのだから。

「そなたは何のために、屋敷を徘徊していたのですか？」

「それは――せんぱ、えっと、人を捜していて……」

「人を捜しに江戸へ来た、そういうことですか？」

　あっているような違っているような。リンが返事に窮しているとそこへ、豪華絢爛な衣装を身にまとった少女が誰かを捜しながらやってきた。しずしずと歩き、蚊の鳴くような小さな声である。

「瀧島」

「うわぁ、お姫さまだぁ……」

「瀧島、こんなところにいたのね、捜しましたよ」

「姫様、申し訳ございません」

　ひめさま、と呼ばれた少女は、小首をかしげてリンを見つめた。

「……気がついたのね、よかったわ」

「はい、ありがとうございます。わたし、門野宮リンと申します」

「リン？　珍しい名ね。どのような字を書くの？」

「字、ですか？　えーっと」

　リンの名はカタカナである。思わず口ごもると姫さまは何かに気づいたようにわずかと目を見開き「いいわ」と告げた。そして「いらっしゃい」と身を翻す。リンがきょとんとしていると瀧島と呼ばれた女性が「姫様のお召しじゃ。ついて行け」と促す。

　お姫さまについて長い廊下を歩く。びっくりするようなゆっくりとした歩みであるが、重そうな衣装なので、スタスタと歩けるとは思えない。さらに、ちらちらとわずかに見える足先などは筋肉がほとんどない。速く歩くのは無理だろうと察せられた。

「たしか名は、門野宮リン、でしたね」

「はい」

「今宵、泊まる場所はあるのですか？」

「い、いいえ。あの、ここはどこでしょうか？」

「ここは、前坂加賀守様の江戸上屋敷の奥ですよ」

「奥？　ってことは、オトノサマの妻子がいるんだ……」

　リンのひとりごとに答えてくれたのは瀧島だった。

「ゆくゆくはそうなりましょう。前坂の御殿様はまだ独り身、許嫁と側室候補、多くの女中が暮らしています」

　マエサカ、知らないなぁとリンは首をかしげる。

「加賀宰相と言えばわかりますか？」

「加賀宰相……もしや、加賀百万石？」

　これっ、と瀧島があわてたように言って周囲を窺う。何やらよくない発言をしてしまったらしい。

「加賀宰相家の上屋敷！　どうりで広いはずね……」

　行き交う使用人らしき者の数も多く、見るからに良い暮らしをしている人たちである。

「人も多いですね……」

「すれ違ったのは、ほとんどが使用人ですよ。たしか、表長屋おもてながや住まいの勤番侍きんばんざむらいを除いても、このお屋敷だけで数百人の人が暮らしていると聞いています」

「このお屋敷？　ほかにもあるんですか？」

「中屋敷、下屋敷、蔵屋敷と江戸に拝領はいりょう屋敷は都合四つあるそうです。前坂家は下屋敷が一番広いのですよ」

　瀧島は物知りであるらしい。対してお姫さまは、微笑を浮かべるだけで何も口にしない。

　加賀守。藩主。江戸屋敷。拝領屋敷。

（武家社会ってことみたいね……）

　リンの頭脳がゆっくりと回転する。リンは、祖父譲りの時代モノ好きで、幼いころより時代劇や時代小説に親しんできた。徳洋に言わせると歴女であるらしい。

（ま、まさか……。トリップしちゃったとか？）

「えっと、ここは江戸上屋敷の奥、ということは……お姫さまは……？」

「祝言しゅうげんはまだなので許嫁いいなずけといったところかしら」

　見たところ、十五かそこいらの少女である。ここが江戸時代で大名家の屋敷であるなら、これが自分の意思での結婚であるはずもない。

「おとのさま……でいいのかな？　は、このお屋敷に？」

「そうです。上様が改革に着手なさったとかで、しばらくは江戸定府じょうふを命じられてございます」

　と、こちらは瀧島だ。

　上様に特別に命令されるとは有能なオトノサマなのだろう。

　そうこうしているうちに、やたらと広い部屋に案内された。姫さまが所定の位置へ座る。リンはかなり離れた場所へ座るよう、指示された。こんなに離れていては姫さまのかそけきお声が聞こえないのではとリンは心配になる。

「もそっと近う……」

　お姫さまが、おっとりとおおせになった。このような時、時代劇では「ごめん」と一言述べて膝でにじり寄っていた気もするが、リンは膝行しっこうしようとして失敗した。そして普通に立ち上がってスタスタと歩いて近寄った。御女中衆があわててリンを引き留めようとするが、それより先に、

「お北の御方おんかた様に申し上げます」

　と、時代劇の登場人物になり切って畳に手をついた。

「こちらで働かせてください！」

　手をついて額を擦りつけるまではよかったが、かんじんの言い回しがわからない。

「まぁ、面白い子ね。どうしたのですか、急に」

　お姫さまが笑った。

「あの、えっと……」

　先輩を捜すには、拠点が必要だと気がついたのだ。最低限必要なのは、江戸っぽい町で目立たない着物と食べ物と寝る場所、できればお金。しかしそれを、どう伝えるか。リンは、必死で考えた。

「わ、わたしは……こちらに身よりもなく、お金もなく、食べるものも着るものも何もありません。そのためには……えっと、こちらで働かせていただきたいな、と……」

　これがごく普通の旗本はたもとや御家人ごけにんだったらリンもこんなことを言ったりはしない。武家の内所が苦しいのは時代劇のお約束である。だが、ここは加賀百万石の大大名家の上屋敷である。女中がひとり増えたところでさほど問題はないに違いない、と考えたのだ。

「えっと、とにかく、お願いします」

　まぁ、と言ったきり、お姫さまと瀧島は口を噤んでしまった。突然のことに、言葉を失ってしまったらしい。あまりにも沈黙が長いので、ダメかな、と、そっと額を持ち上げたリンは、お姫さまと瀧島を上目遣いで見た。ふたりは、リンをちらちら見ながら相談している。

「いいでしょう。瀧島に預けます。瀧島、ちゃんと面倒見てあげて」

「ありがとうございます、北の御方様おかたさま」

「あのね、お凛……と呼んでいいかしら。字はこうとしたいわ。あなたにとても合っていると思うの」

「は、はい」

　お姫さまが紙を差し出すと、そこには「凛」と書かれている。リンはこれが他人の目に映る自分のイメージなのかと思った。

「それでね、お凛。わたくしはまだ許嫁なので、北の御方様ではなく、乙姫、と……」

「承知いたしました、乙姫さま」

　見目麗しい姫君は、にっこり笑ってリンの手を取った。白くて小さな手だ。

「今日からよろしくお願いいたします」

「はい」

　こうして、リンと徳洋は図らずも同じ屋敷に住み暮らすことになったのだが――。










「大大名家の屋敷ってメチャクチャ広いんですけど！」

　その日リンは、側用人と家老に宛てた奥からの書状を携えて、表書院おもてしょいんを颯爽と歩いていた。本来、リンは奥向きの女中であるため、表書院はリンの職場ではない。

　だが、手に持った分厚い書状の中身は『乙姫さまお買い物リスト』である。これをもとに、御用商人ごようしょうにんが呼ばれてくるらしいのだが、このところ江戸家老が質素倹約を叫ぶため、御用商人の出入りが制限されているのだ。

「乙姫さまの楽しみが減っちゃうじゃない！　女の子はお買い物でストレス発散させるものよ！　制限緩和してもらわなくちゃ」

　と、リンの鼻息が荒い。もちろん、表書院ですれ違う人は全員男性なわけで、

「なにゆえ、女子がここにおるのじゃ！」

　と、驚かれることもしばしばだが、

「わたしは乙姫さま付き祐筆ゆうひつ兼御使番おつかいばんなので、仕事で来ています」

　とはっきりと答える。

「おお、そなたが……さようであったか……存分に励め」

　しかし、祐筆兼御使番、といった妙な役職は、長い前坂家の歴史の中でもはじめてだろうと思われた。

　そもそも書道が得意なリンは、その腕を買われて「乙姫様付き祐筆」となった。

　また誰に対しても臆することなく意見する性格から、たびたび乙姫さまの不便や奥の不都合などを見つけると改善すべく表へと飛び出していく。

　そんなリンに対して、江戸家老が『乙姫様付き御使番』という役割を与えたのである。

　肩書きが二つもつくと、あっという間にリンは忙しくなった。

　奥との文のやり取りは、表の人たちであっても他家の人たちであっても、祐筆という立場上リンが仲介するため、自然と知り合いが増えていく。重臣の名前が記された帳面を仕事上預かっているため、一通りの名前は知っている。

　さらに御使番でもあるので、奥向きの用事を担っている役人だけでなく、彼らの上司にあたる家老や側用人といった人たちとも面識ができた。

　面識はあるのだが、全員の、名前と顔が一致するかどうかは、また別である。

「ぜーんぶ、同じお爺ちゃんに見えるのよ……背格好も似たり寄ったりだし、みんなちょんまげだし、制服かなってくらい同じデザインの羽織袴だし……」

　そんなリンが、表に来るたびにこっそりとすることがある。それは、お殿さまの噂を集めたり、お姿を捜したり、である。

「踊りと乗馬がお得意で、頭脳明晰ではっきりとご自身の意見を口になさる珍しいお殿さま、新しいことを大胆に次々となさるお殿さまって、噂で聞いたわ」

　先輩にちょっと似ている、と、リンは思う。

「一度でいいから、お話ししてみたいと思うのだけど……さすがに、取り巻きのお爺さんたちに阻止されるわね」

　このお屋敷だけなのかもしれないが、イメージしていたほど表と奥の区切りは厳格ではなかった。さすがに奥に男子が立ち入ることはないが、きちんとした理由があれば、表に女子がいても咎められることはなかった。

　そのため、遠目ではあるが、何度かお殿さまを見たことがある。

　いつも家老や側用人といった老人たちに囲まれていて、わき目もふらない背の高い青年だった。

　はじめて視界の隅にお殿さまが映りこんだ時は、一瞬、ドキッとした。先輩に似ているような気がしたのだ。確認しようと思った時にはもう、後ろ姿になっていた。

　それを抜きにしても、オトノサマという職業についている人に会う機会は二度とないだろうから、ぜひ会ってみたいと思うのだが、如何せんリンは使用人である。

　許可もなければ格別の用事もないのにお殿さまの近くに寄ることは許されない。

　同じ上屋敷にいながら、声も聞こえなければ顔を拝することもできないのである。

「一体全体、どんな人なんでしょ、加賀守さまって……」

　上屋敷全体の活気のある雰囲気からして、家臣団にとってはもちろん、きっと領民にとっても良き当主であろうことは想像できる。噂で聞くお殿さまの評判も、好意的なものばかりだ。

「あ、家老のお爺ちゃん……見つけた」

　恰幅のいい、いかにも重臣といった雰囲気の老人が廊下を歩いているのが見えた。

　なんでも、お殿さまの参勤交代に合わせて一緒に往還している健脚であるらしい。リンにお爺ちゃん呼ばわりされていると知ったら――激怒しそうである。






　結局その日は、側用人への手紙も家老が取り次いでくれることになり、リンははやばやと奥へ戻ることができた。

「……先輩もきっと、このネオ江戸にいると思うんだけど……どこにいるのか見当がつかないわ」

　先輩がこの世界にいる、なぜか確信があった。リンは間違いなく、徳洋に引っ張られてこの世界へ来た。

「どうにかして、会えるといいのだけど……」

　江戸は広い。その中からどうやってたったひとりの愛しい男ひとを見つけ出せばいいのか。

「……先輩、会いたいです……」

　ひたすら、そう念じるしかないのだろうか。

　仕事に忙殺されるリンの毎日はどんどん過ぎていく。

「江戸の町へ、先輩を捜しにいく余裕なんてまったくないんだけど……先輩……」

「お凛、庭の掃除が終わったら、表へ文を届けてほしいのです」

「あ、はーい、瀧島さま」

　ぼんやりと座りこんで庭を見つめていたリンは、あわてて箒を動かしはじめた。

「お凛、祐筆と使番だけでも忙しいのに、庭掃除も志願したそうですね」

　はい、と、リンは頷く。

　たしかに文机に向かうことも多く、表と奥を行ったり来たりで忙しいのだが、慢性的な運動不足と息苦しさに辟易していた。そんな時、庭掃除を担当している女中が病に倒れて暇乞いしたと小耳に挟んだのだ。庭なら、多少息が抜けそうだと思ったのである。

　広い庭の片隅で、人知れずダンスの曲を鼻歌で歌いながらステップを踏む、今のところ唯一のストレス解消法だった。

「そういえば……姫さまがお忍びでお芝居見物に出かけたいとおっしゃってましたね」

「そうです。その件です」

「外出許可を絶対にもらわなくちゃ」

　パン！　と手を叩いて立ち上がる。何かと姫君の外出を渋る男たちに、リンは腹を立てていた。

　いくら深窓の令嬢とはいえ、好奇心旺盛な年頃の娘が屋敷の奥に閉じこめられて楽しいはずがない。

「お凛」

「はい」

「姫様のために働くのは結構なことです。が、みなさまがお話し中のところへいきなり『失礼します』と言いながら割りこんだり、大声で御家老様と呼ばわりながら走ったり、お取り次ぎがないのに勝手に上がりこんで座って待っていたり、御殿様に駆け寄ろうだとか、御尊顔を覗きこもうだとか、いっさいしてはなりません。慎ましやかにふるまうのです」

　はーい、と、リンは首を竦めた。瀧島は、眉間に寄った皴を、指先でぎゅっと伸ばした。

「もっと、姫様付きの女中であるという自覚を持ってほしいものです」

　文を渡されたリンは、転げるように奥から飛び出した。

「そういえば、お殿さまは乙姫さまのところにちっとも通ってこないって。どういうことかしらね！　フィアンセ放っておくとか信じられない」

　いくら政略結婚とはいえ、放置はひどい。見かけたらびしっと叱ってやらなくちゃ、とさえ、リンは思っている。

　ちなみに、男を相手にしても一向に怯むことも恥じることもなく堂々とものを言ってくるリンの存在は、表でもじわじわと話題になっていた。

「恥知らずの小娘が！」

　と、憤る老人もないではなかったが「あの新しい、異国風の女中なかなかやりおるわ」と、好意的な意見が多かった。

「異国風の茶色い髪であるが、なんでもかつて断絶した宮家、門野宮さまの血筋、末裔であるらしいぞ」

「はて、面妖な……一度会うてみたいものじゃな」

　かくして江戸屋敷で、異国風の奥向き女中の噂はあっという間に広まっていった。

















その肆　再会の章












「あれ？　パンだ」

　ある朝、徳洋は運ばれてきた朝食の膳を見て目を丸くしていた。

　いつもは白米に味噌汁、漬物があるだけの質素な朝食だが、今日は白米のかわりにいささか無骨なパンがあり、味噌汁のかわりにジャムのようなものが添えられている。

「御殿様が駄々をこねられるゆえ、奥に相談してみたところ『ぱん』なる食べ物を作ることができる女中がおりましたぞ。南蛮菓子もいくらか作れるとのことにございました」

　やった、と、徳洋はパンを手に取った。かぶりつけば、懐かしい匂い、味わいである。

「美味い」

「その、どろりとした甘きものは、あっふるじゃむ、なる、りんごの果実を砂糖で煮詰めたものであるとか……」

　朱塗りの椀に盛られたアップルジャムをパンに塗って口に含む。

「うむ！　爺じいも一口、食ってみろ、美味いぞ」

　パンを一口大にちぎってジャムをつけて手渡すと、目を白黒させながらも側用人はそれを食べた。ほ、と、老人の目が丸くなった。

「どうだ？」

「……なんと！　美味でございまするなぁ……」

「だろ？」

　徳洋がもう一切れ差し出すと、ありがたく、と、パンをほおばる。

　ぽん、と、側用人が膝を打った。

「奥向きの女中にひとり、異国風のかわった娘がいるとのこと、ご存知ですかな。その者の仕事かと思われまする」

「異国風の娘？　知らないぞ……」

　だがかすかに心がざわめく。どんな娘だろう、と何気なく興味を覚えてから、はっとした。

「……待て、爺」

「はい」

「奥向きの女中ということは、その……乙姫様付きの使用人だろう？　そのような女の情報を俺の耳に入れてどうするのだ？」

「どう……気に入れば御側室になさればよろしいかと」

　信じられない、と、徳洋は天井を仰ぐ。が、江戸時代では奥方の侍女や屋敷の使用人に主あるじが手を付けることがあったらしい。

（俺は絶対リン以外の女とは関係持たないぞ！）

「して御殿様、こちらが奥からの文にございます」

「捨てとけ」

「しかし……せっかくの文すら見ずに捨てるというのはいくらなんでも……。万が一、このことが乙姫様の里に聞こえれば一大事となりましょう」

「姫の親が乗りこんでくるか？」

「たしか、御殿様も美作守様も同じく江戸城大廊下おおろうか下之部屋しものへや詰めでございますな」

　あ、と、徳洋は顔を歪めた。

「上様謁見の順番を待つ間、直截、ありがたくもない小言や嫌味を聞かされるだろうなぁ……場所が場所だから、シッシと追い払うわけにもいかないし」

「はい。聞き及びますに、あの間はなかなかに暇であるとか」

「そうなんだよ……勘弁願いたいな……」

「そうお考えでしたら、ちらりとでも……」

　覚悟を決めて側用人から手紙の束を受け取り、ほんとうにちらりと、しかも横目で見た。が、すぐに身を乗り出した。

「ま、まて、これは……」

　いつもと筆跡が違う。のみならず、見覚えのある筆跡である。

「どうかなさいましたかな？」

「これは……誰が書いたかわかるか？」

「おそらく、祐筆でしょうが……名までは存じません。しかし、水茎みずくきの跡も麗しい女文字ですな」

　頷きながら胸の内だけで、リン、と呟いた。徳洋は崩した仮名文字が読めないが、彼女はそれの読み書きができた。

「その、異国風の娘」

「はい」

「背格好や年ごろは？」

「なんでも、やんごとなきお方の末裔だとか。茶色く長い髪を器用に結い上げ、大きな目が絶え間なく光っておりましてな。整ったきれいな顔立ちをしておりまする」

　リンの顔を思い浮かべる。

「そして、臆することなくものを言う活発な娘にございます。いきなり庭先から、そこのお爺さん、と呼びかけられたこともございますでな」

「……そういえば、そんなこともあったな……」

　夕暮れ時、突然庭先から囁くような女の声がして、ぎょっとしたような側用人と小姓があわてて駆けていったのを、徳洋も覚えている。その時は、徳洋の位置からは女性の姿も見えなかったし見るつもりもなく、「何か奥で事件が出来しゅったいしたのか？」と思いはしたが、その後何の報告もなかったため、すっかり忘れていた。

「……女人にょにんにまったく興味をお示しにならないから、このような好機を逃すのですぞ」

「ほっとけ！　で、年は？」

「少し薹とうが立ってはおりましょうが、お子は十分に望める年頃かと」

　そこは聞いていない、と、徳洋は思わず呟いてしまう。

「で、その娘は、いつから奥で働いているのだ？　だいたい、屋敷に人が増えたというのに俺は聞いていないが」

「さて……それほど月日は経っておりますまい。しかし御殿様、奉公人の数など把握なさりたいですかな？」

「うむ」

「すべての屋敷となりますとな、千人では間に合わぬ膨大な数ですぞ」

「氏名と部署、出身地などざっとまとめてくれ」

「御意にございます。しかし、下男や下女になりますと、名以外は明らかでないものも多数おりまするが、いかがいたしましょうか」

「え？」

「その、異国風の娘にしても出自は詳らかではなく、父は役人母は書道の師範ということしか」

　もしかして、と、徳洋の心臓が柄にもなく速く打ちはじめた。

「爺、その娘に会ってみたい」

「……ならば奥へ掛け合いましょう。しかし、使用人のみに会わせろというのは、いかがなものかと」

「多少のことは目を瞑る。良いように取り計らってくれ」

「御意にございまする」










　それから三日後の夕刻、久しぶりの「殿のお渡り」に奥は沸き立っていた。

「姫様、簪かんざしはこちらでよろしいでしょうか？」

「くるしゅうない……紅を、もそっと」

「はい、ただちに」

　誰もかれもが張り切っている。いや、すっかり浮き足立ってしまっているがそんな中でも、あれこれと世話を焼くのは瀧島である。

「ああ、瀧島……その……」

　己の美醜を問うのははしたない、そう心得ている乙姫の言葉にならない思いを、瀧島はきちんとくみ取ってくれた。

「お美しゅうございますよ」

「御殿様は……」

「姫様、お座りください。御髪が乱れます」

　ほどなくして、少々荒っぽい足音と気配がし、老女があわてたように「御殿様の御成おなり」と叫ぶ。

　乙姫はぽうっと頬を染めた。間近で見る殿方は、凛々しく逞しかった。屋敷の奥深くで大切に育てられた姫ゆえ、若い男と近しく接するのはこれがはじめてのことである。

「お会いしとうございました」

　徳洋は、おや、と思った。思っていたよりも幼い少女がそこにいた。

　御機嫌伺の挨拶など頭からすっ飛んでしまったのだろう。素直に喜ぶ姿は稚く、何か続けようとした姫の言葉を、

「乙姫様」

　と、瀧島があわてて制した。高貴なる身分の男女は、夫婦になるまで、直に口をきいたりはしないものなのである。

「かまわぬ。長らくすまなかったな」

　と、徳洋は自然に謝罪の言葉を口にしていた。目の前にいる、時代劇から抜け出たようなお姫さまのあまりのあどけなさに毒気を抜かれてしまったのである。

「嬉しゅうございます、御殿様」

「うむ」

　あどけなさの残る姫の相手をしながら、徳洋は周囲にすばやく視線を走らせていた。

　しかし、瀧島の采配であろうか、あるいは女中たちが気を利かせたのか、他の女性の姿はそこにはない。側室候補ですら、まったく姿がなかった。

　やはりリンではないのか――少しがっかりした徳洋は、適当に、まるで子供を扱うかのように姫の相手をしたあと、頃合いを見計らって立ち上がった。

「御殿様、お戻りですか？」

「あ、ああ、そのつもりだが……」

「せっかくのお渡り、奥へお泊まりではござりませぬのか？」

　瀧島が厳しい口調で言う。

　徳洋がちらりと乙姫を見れば、さすがにこちらは真っ赤になって袂で顔を覆っている。

「――表へ帰る」

「そんな！」

　瀧島の声――と、どこに控えていたのか他の女中たちの声が幾重にも上がったが、徳洋はそのまま襖に手をかけて廊下へと出る。瀧島が「御殿様！」と叱責しながら膝立ちになる。

　もしかしたら、このまま表へ戻るということは姫を辱める行為なのかもしれない。だが、どうしてもそれはできないことだった。

（奥へ泊まるということは、乙姫様を抱くということだろ……ありえない……）

　リン以外と関係を持つことは、とてもできそうにない。

「すまぬ」

　そう言い残し、徳洋は袴はかまの裾を蹴立けたてて奥を後にした。






　小走りになって縋ってくる瀧島や側用人に、付いてくるなと言い置いた徳洋は、馬場へ来ていた。

「くそっ……リフレッシュする術がない……」

　この世界はそもそも、娯楽が少ない。

　馬を走らせるか弓の稽古、爺を相手に将棋やすごろくをするくらいしか楽しみはない。その中でも、唯一、乗馬がひとりになれる時間である。

　愛馬となりつつある稲妻いなずまを厩舎きゅうしゃから引っ張り出し、跨がって馬場を出ようとした瞬間、周囲に複数の人の気配があった。

（御庭番おにわばんか……厄介な……）

　御庭番は、いわゆる幕府お抱えの隠密おんみつ部隊である。

　こちらへ来てすぐ、この国全体の事情を把握したいと思った徳洋は、当時の若年寄と上様に相談し、その一部を借り受けていた。いざ彼らを動かしてみると、何かと便利な存在であった。屋敷にいながら江戸の町の様子や大名家の内実、果ては遠国御用おんごくごようと称して地方の様子を知ることができた。しかも彼らは時には優秀な護衛ともなってくれる。穏やかな治世が続いているとはいえ、時には辻斬りにあったり、曲者の襲撃にあったりしたこともある。その時に活躍するのも、御庭番である。

　優秀な御庭番はありがたいのだが、こういう時は空気を読んで去ってほしい。だが彼らはきっとこのまま、どこまでもついてくるのだろう。

　稲妻をゆっくり、門へ向かって歩かせる。

　どうやって御庭番を追い払おうか、何の知らせもしていない門番をどうやって説き伏せて開門させようかと思っていたら、

「ちょっと待ちなさい、お殿さま！　許嫁たる乙姫さまを軽んじるとはどういった了見ですか！　ありえないでしょう。かわいそうに、泣いてるのよ、乙姫さま！」

　と、鋭い声が背後から飛んできた。ぎくり、として徳洋は思わず馬を止めた。

「……この声……」

　そもそも、この屋敷、いや、この時代の人の物言いではない。ちらりと目線だけを後ろに投げれば、いささかはしたない――盛大に着物と襦袢じゅばんをたくし上げて細い脚を剥き出しにした女中が仁王立ちになっていた。

　奥ゆかしさを美徳とするような奥向きの女中が、このようなとっぴな行動を取るはずもない。

　だが、それが生粋の江戸の人ではないとしたら？

　噂の、異国風の娘だとしたら？

　はやる心を抑えて徳洋はゆっくりと振り返った。稲妻が気を利かせたのか、とことこと向きを変える。

「……やはり……リン！」

「なんですかお殿さま！　……って、ええ!?　先輩!?」

　やっと会えた、その一念で徳洋は稲妻の上から腕を伸ばし、唖然としながらも徳洋のリードに応えたリンを馬上へと引き上げた。リンの体はふわりと舞って徳洋の腕の中にきちんと納まる。

「う、うそ、ほんとに先輩……？　田安先輩？」

「ああ、俺は田安徳洋だ」

「髭もないし……月代剃ってちょんまげだし……どうしちゃったの!?」

「わけあって、御殿様をしている」

「オトノサマ……!?　ああでも、先輩なら、やれそう」

「そ、そうか？」

「だって先輩、未開の地でも南極大陸でも、異世界でも無人島でも、どこでも逞しく生きていけそうだもの」

　それは褒められたのかな？　と、徳洋は苦笑いするが、たしかに、徳洋は自分でも驚くほど早くにトリップを受け入れてこちらの暮らしになじんでしまった。

「でも、よかったぁ……先輩はやっぱり、生きていた」

　徳洋を見つめるリンの大きな目に、みるみるうちに涙がたまっていく。

「先輩、会いたかったですぅ……」

「俺もだよ、リン」

　えーん、と、リンが徳洋の胸にしがみついて泣く。

「リン、久しぶりだな」

「一年以上、ですよう……先輩、こんなところにいたなんて……」

　腕の中から見上げてくるリンを、徳洋は強く抱きしめる。リンも、素直にしがみつく。

　形のよい唇にキスしたい衝動をぐっとこらえた徳洋は、すばやく周囲を見渡した。ここは屋敷の玄関口、なにごとかと門番が様子を窺っている。

「リン、しっかり掴っているように」

「え？」

「出かける。開門！」

　飛び出してきた門番が、そのような話は聞いていないから開けられないと首を横に振る。だが徳洋が「命令である」と告げると、ようやく門を押し開いた。

「御殿様、門限は暮れ六つにございますれば」

　ようやく駆けつけてきた小姓が、声高に叫ぶ。

「わかっている、それまでには戻る」

　困惑顔の小姓をその場に残し、ぴしりと鞭をくれると、稲妻は心得たとばかりに走り出した。目指すは屋敷からほど近いなじみの小料理屋である。






　走らせることしばらく、リンを馬から下ろし、店の前にある柳の木に馬を繋ぐ。

　こぢんまりとした入り口をくぐった徳洋が、慣れた様子で声をかける。

「頼もう」

　徳洋の姿を認めた小女こをんなが奥へ走り、女将がすぐに出てきた。

「ようこそいらっしゃいまし」

「女将、ちと、離れを借り受けたい」

「まぁまぁ、どうぞ」

　品の良い笑顔の女将が先に立って案内してくれる。

　御殿様である徳洋が女連れだというのにまったく詮索しない女将は何者であろうかとリンは考える。

　中庭は手入れが行き届き、こざっぱりとしている。案内されたのは、ひっそりと建つ小屋。中に入ってみれば真新しい畳が入れられた二間続きの離れだった。

「リン、入れ」

「はい」

　ふわり、藺草イグサの香りがする。なじみのある香りにほっとする。

　座布団や脇息きょうそく、茶道具を用意した女将に徳洋が「呼ぶまで放っておいてくれ」と告げる。

　そんな思わせぶりな、と、リンはあわてたが、女将は顔色ひとつ変えず優雅に襖を閉たてると、静かに去っていった。

「リン」

「は、はい」

「会いたかったぞ」

　徳洋の腕が伸びてきて、リンを強く抱きしめた。同時に、徳洋の唇が落ちてきた。

　これは何度となく重ねてきた徳洋の唇だと認識した瞬間、リンの目から涙がぼろぼろこぼれ落ちた。

「先輩……捜したんですよぉ……ずっと、ずっと！」

「すまなかったな」

「先輩の会社に行ったら、そんな社員はいないって言うし……大学の卒業生名簿も、先輩が育った養護施設も、どこにも先輩の名前や写真がなくてっ……さみし、かったんだから！」

　そうか、と、徳洋は天井を仰いだ。おそらく、こちらへ召喚された時に徳洋に関する情報はきれいさっぱり消されてしまったのだろう。

「リンは……覚えていてくれたのだな」

「あっ……あたり、まえですよぅ……！　バカ上司のっ……セクハラにもっ……耐えて、いつか……先輩と結婚式っ……だから、いっぱいいっぱい……働いて、待ってた……」

　言いたいのはそんなことではない、と、リンは思うが、唇は止まってはくれない。ほかに聞きたいこと、言いたいことは山のようにあったはずだ。

「う、あ、先輩、生きてたぁ……」

「ああ、ほんとうにすまなかった、リン。ほんとうに、会いたかったんだぞ」

　徳洋の胸に縋って幼子のようにしゃくりあげるリンをやさしく抱きしめる徳洋の頬も、すっかり緩んでいる。

　徳洋はそのままリンの頭をゆっくりと撫でる。顔をあげたリンの額や頬、唇から鎖骨へと順番にキスを落としていく。

「……先輩？」

「旅行に誘ったあの時にこちらへ飛ばされてから、リンのことを思わない日はなかった」

「ど、どうしたんですか、そんなストレートに……」

「正直な気持ちだからな」

　まるでゆでだこのように真っ赤になるリンを、徳洋は楽しそうに見つめる。

「リン、喉が渇いた。茶を点たてるから待て」

「はい」

　危なっかしい手つきだが、徳洋が点てた茶をゴクゴクと飲み、リンはようやく大きく息を吐きだした。

「あーおいしー……」

「リンも、喉が渇いていたのか……」

　はい、と、リンが照れたように笑った。

「こっちの世界で頑張ってきてよかった……」

　うん？　と、徳洋が自分用の茶を点てながらリンを見る。

「先輩はここにいるって信じて、いつか絶対会えると信じて、頑張ってきたんです。よかった」

　茶碗を置いたリンが、ぎゅっと徳洋に抱きつく。

「……会えた……会いたかった‥‥‥」

　ねぇ先輩、と、リンが徳洋の着物の袖を小さく引きながら掠れた声で囁く。にや、と徳洋も笑う。付き合いはじめた時からずっと変わらない、リンからのキスのおねだりだ。

　触れ合うだけのキスだが、リンを安心させるには十分だった。

「リン……なぜ、女将が速やかに立ち去ったか、わかるか？」

「え？」

　徳洋が、すっと立ち上がって女将が閉めた襖をそっと開けた。そこには、いつの間にか布団が一組用意されていた。再びリンの顔が真っ赤になる。

「あの女将さん、わたしたちの仲を察して……？」

「嫌か？」

「や、そ、そういうわけじゃ……で、でも、はじめての時は普通にホテルだと思ってたから……」

「すまないな。なにせこちらには、リゾートホテルもラブホもない」

「あ、そっか……。江戸時代の人は大変ね」

「まぁな。だが、俺たちの感覚よりも、ずっと開放的だな」

　リゾートホテルのかわり――となるものは何であろうか、と、徳洋は思わず考える。ラブホは出会い茶屋だが、リンは間違いなく逃げ出すだろう。

　リンを抱き上げ、布団に移動する。

「せ、先輩っ……」

「大丈夫だ、リン」

　江戸の恋人のデートのやり方や、江戸市中で人気のデートスポット、人気の菓子や歌舞伎役者の話をしているうちに、リンの体に入っていた力がふっと抜けた。それを合図に、徳洋はリンをその場にそっと寝かせて覆いかぶさった。










「なんで先輩が……前坂家のお殿さまに？」

　下半身がだるくて動けない、というリンを寝かせたまま、徳洋はリンの質問に答える形でこれまでのことをぽつぽつと語っていた。

「なんでも顔が、前坂家の御殿様に瓜二つ、だったそうだ」

　へ？　とリンの目が丸くなった。パチパチと瞬きをする。

「ご先祖さま、だったとか？」

「あ、そうかもしれないな。なにしろ俺は施設で育ったから両親の顔を知らない。だから苗字も田安とついているが、ほんとうは何だったか不明だ。ただ、徳洋というのは親がつけたらしい」

　ぽん、と、リンが手を打った。

「わたし、前坂家のことを知りたいとおっしゃる乙姫さまのために『前坂家文書』を書き写したから知ってるんですけど、前坂のお殿さまの通字とおりじが洋なんです。先代は厚洋あつひろさま、当代は矩洋のりひろさまだから、もしかしたらほんとうに……」

「ほーう、出奔したやつは、ノリヒロというのか……許し難い前坂ノリヒロ。見つけたらただじゃおかないぞ」

「え、出奔!?　てことは、いなくなっちゃったんですか？」

　頭のてっぺんから出たような声をあげたリンの唇に、徳洋はあわてて人差し指をあてた。

「しーっ。これは前坂家でも一部しか知らないトップシークレットなんだが……本物の加賀前坂家三十八代当主は倒幕だの攘夷だのを掲げて逐電ちくでんし逃げおおせた先で身分を偽って倒幕運動に奔走している。今は萩――だから、山口県か。そこに潜伏しているらしい。何度も江戸屋敷や京屋敷へ連れ戻しているが、どうしてもダメで、家老どもが頭を抱えている」

「百万石のお殿さまが倒幕運動にかぶれたとか、大スキャンダルよね……将軍家に知られたら大変だわ」

「やはり話が早いな。それを隠蔽するために身代わりとして瓜二つの俺が召喚されたってわけだ」

「じゃあ本物のお殿さまが戻ってきたら、先輩は元の世界に帰れるのね？」

「おそらく……」

「え？　確定じゃないの？」

「爺に聞いても、天命をまっとうしたら、としか教えてくれない」

　爺……とはどの重臣のことかな、とリンは首をかしげる。

　たいてい、殿様と呼ばれる人の周りには似たり寄ったりの老人がたくさんいるものである。前坂家も同様で、ぱっと思い浮かぶだけでも、側用人に家老がふたりに中老ちゅうろうに、と、重臣は老人だらけ――つまるところ、全員リンから見ればジジイなのである。

「側用人だ。いつも俺の近くにいる痩せた爺さん。小野寺七右衛門というんだが」

　小野寺さま、小野寺さま、と、リンは復唱する。

「やつは、俺を召喚する計画を立てた張本人、俺が現代日本人だと知っている数少ない人物だ。屋敷へ戻ったらちゃんと紹介する」

　わかった、と、リンは素直に頷いた。

「お殿さまって窮屈でしょう？　御家大事で個人の自由なんてないって聞きました」

「ああ、まったくその通りだ」

　自由に旅行に行くことを楽しみとし、考え方もライフスタイルも自由だった彼にとって『御殿様業』はひどく窮屈に感じるはずだ。

「……なのに、逃げ出さなかったのね」

「ん？　ああ、嫌でたまらなかったのは最初だけ、上様に謁見したり幕府の政策を考えたり、屋敷に戻ってからも国元の報告を聞いて改善案を出したりしているうちに、こっちの暮らしも悪くないって思えたな」

「そっか。先輩らしい」

　想定外の仕事もあるぞ、と、徳洋が顔をしかめた。

「江戸時代の大名が、お能好きだとは知らなかった」

「え？　ああ、そうかも！」

「前坂家は代々能に入れあげてきたらしく、当主が江戸にいる時は秋に薪能たきぎのうを主催するんだとさ」

　あらら、と、リンが呟いた。徳洋は今、上様の特別な命令によってしばらくは江戸定府である。

「去年は、ノリヒロが前もって家臣団に舞うことを強要し自身はそれを査定する側に回るという、コンテストみたいなものを企画していたから、助かった。今年も引き続きそれをやろうと思ったんだが、家臣団からこらえてくれと泣きつかれてしまってな……」

　あわてて側用人の小野寺と相談した結果、今年は「当主の御用繁多にて薪能は中止」にすると決まった。

「でも……先輩がそれで満足するとは思えないんだけど……」

「その通り！　さすがリン。俺の負けず嫌いに火が付いた」

　普段寝起きしている屋敷の敷地内に能舞台があるのだからと猛練習し、なんとかお披露目できるまでにこぎつけた。

　ただし、さすがにメジャーな作品では粗が目立つため、忘れ去られて久しい古い作品を掘り起こし、演じることになっている。

「あのお屋敷に、能舞台なんてあったっけ……」

「ああ、かなり奥まっていて、人がめった来ないんだ」

　先輩すごーい、と、リンが無邪気に微笑む。

「リンの方は？　あの時、リンが泣いているように見えたんだが……」

「クソ上司がセクハラ働くから、腹が立つやら悲しいやらであの公園に行ったら、先輩の声がして……」

　うんうん、と徳洋も頷く。

「引っ張ってもらって、転がり落ちた先が――乙姫さまのお部屋の前庭まえにわで……まぁ、なんだかんだで、乙姫さま付き女中っていうか、祐筆として雇ってもらえたの」

「見知らぬ土地でいきなり働くとか、逞しいな、リンは」

「だって、とりあえず三食と寝る場所確保しなきゃと思ったし、落ち着いたら江戸の町を散策して先輩を捜そうと思ってたの。でも、着物は慣れないし言葉もわかるけどなんか違うし、メイクも食べ物も違いすぎて、いろいろ困っちゃった」

　まさか同じ屋敷にいたとはね、と、ふたりは苦笑する。

「今思うと、ときどき遠目に見かけていたお殿さまが、先輩だったのよね……」

「思いもしなかっただろう？」

　こくこく、とリンが頷く。

「先輩はきっと、こっちでもあんまり困らなかったんじゃない？」

「ん。まぁな。リンがいないこと以外は、それほど困らなかった……気がする」

　そうでしょうね、と、リンもくすくす笑う。もちろん、再会できた今だから笑えるのだが――。

「大学時代の先輩は、しょっちゅう旅行に出て異文化に飛びこんでいたし、髭もあったりなかったりしてて……」

「そうだったな。いや、いろんな国を見て回るのが楽しくてな」

　髪型や服装もコロコロ変わっていた。とても自由で、気ままな人、そんなところに惹かれた。どんな民族であってもその土地にすっとなじんでしまう不思議な男だと、徳洋の旅仲間が言っていたのを、今ごろになって思い出す。

　まさか異世界へトリップしてしまい、髭は絶対にないし髪型も月代をそって髷をのせるようになるとは、思いもしなかったが。

「リンは、このところご活躍だったようだな」

「あれ？　知ってたの？」

「噂話、程度で」

　徳洋が奥へ行くことはないし乙姫本人も、そのお付きの女中たちも、積極的に表へ出ることもない。互いに交流があったなら、もっと早くに顔を合わせていただろう。

「だが……奥へ通っていなくて正解だったな……」

　ぽつん、と、徳洋が呟いた言葉にリンははっとした顔になった。

「先輩、この状況……大変なんじゃ……」

「ん？」

「御殿様がフィアンセ……えっと、許嫁の使用人に手を付けた……ってことになっちゃう！」

　しかも、あれだけ懇願されても奥には泊まらなかったのに、女中はすぐに抱いたと知れたら……。

「先輩、しばらくわたしたちの関係は伏せましょう」

「な、なに？」

「ね？　乙姫さまのためにも！」

　リンの必死の顔を見て、徳洋は、じっと何かを考えこんでいた。

















その伍　政略の章












　だが、リンの願いむなしく、屋敷に戻ったとたん、リンと徳洋は、瀧島をはじめとした奥向きの家臣団に捕まってしまった。小姓や門番が、律儀に奥へ報告していたのだ。

　玄関で待ち構えていた側用人の小野寺に連行された先には、険しい顔の老人たちと同じく険しい顔の瀧島が端座していた。

　瀧島がすっと立ち上がり、リンをじろじろと観察した。

「瀧島、どうじゃ？」

「はい。お凛はただいまより、御殿様御手付きの御側室となります」

　元通りに座った瀧島が、固い声で告げた。リンが真っ赤になり、老人たちが驚きともあきれとも嘆きともつかぬ吐息を一斉に漏らした。

「よもや……乙姫様より先に下女に手を付けるとは……。お凛もお凛です。いったいどのようにして御殿様に取り入ったのか！」

　ぴしり、と、扇で畳を打つ。

「そんな、わ、わたし……」

「やれやれ。あれほど奥へ通うのは嫌だ、御世継ぎどころではないとおおせであったのに、ころりと下女に手を付けるとは。かくなるうえは、乙姫様のもとへもお渡りくだされ」

　こちらは、江戸家老である。よほど、前坂家と美作松平家との関係が大切と見えて、ことあるごとに乙姫を正室にせよ、御世継ぎを、とせっついてきていた。

　そして側用人の小野寺は、むっつりと目を閉じたまま何も言わない。

　徳洋から離れたところに座っているリンは、瀧島の鋭い視線に射抜かれて真っ青になっている。

「リン、こちらへ」

「は、はい、お殿さま」

　素直に、リンがやってくる。その体を抱き寄せる。やはり、すっぽりと徳洋の腕の中に納まる。

「……リン、絶対に離さない。二度と離れ離れになるものか」

「せんぱ……いえ、お殿さま？」

「俺の妻は、お前だけだ」

　リンを腕に抱いたまま、徳洋は一同をぐるっと見た。気色ばむ一同を睨みながら、すうっと息を吸う。

「皆みなに申し付くる。俺、いや、余よは加賀前坂家三十八代当主にして十三代加賀守である」

　ハハ、と、家臣たちが一斉に平伏した。リンは徳洋の腕の中からするりと抜け出しあわててそれに倣う。ちらりと窺い見た徳洋は堂々たる風格である。

「金輪際、ここにいるリンを下女だの側室だのと呼ばわることを許さず」

「御殿様、それはどういうことでしょうか？」

　思わず腰を浮かせかけた瀧島が言う。

「よく聞け。一度しか言わぬ。余はここにいるリンを、正室に迎えることとする」

　いまだかつて徳洋は、このような物言いをしたことはなかった。いや、する必要がある場面では、前もって側用人がセリフを書いてくれていた。

　だがどうしたことか、今回は言葉がすらすらと出てきた。まるで自分が前坂家の当主であるかのような感覚になったのだ。また、そうでなければリンを守れない。

「異論異存あろうと思うが、余はそう決めた。よいな」

　ははぁ、と、家臣たちが額を手の甲に擦りつけた。










　たちまち、前坂家は上を下への大騒ぎとなった。

「御殿様、御正室様には美作守様御息女乙姫様をお選びください」

　と、額を擦りつける者が出てきた。

　それほどまでに乙姫は人望があったのかと徳洋は驚いたのだが、そうではありません、と、告げたのは、公務の手伝いをしてくれている側用人の小野寺だった。老齢であるうえに、前坂家のあらゆることに通じている彼は、ある種、『前坂家生き字引』でもある。

「五代加賀守様は、巷では人斬り呼ばわりされておりましてな」

　何を言い出すのかと、徳洋の筆を握る手が止まる。己が前坂家三十八代当主で十三代加賀守なので、『五代様』は八代ほど前の人物、ざっと百年前の出来事だろう。

「まぁ……さしたる主義主張もなく喧嘩や小競り合いに遭遇すれば刀を抜いて駆けつけ、ろくに話も聞かずすっぱり成敗してしまう御仁でしてな。行列を横切った異人、開国をすすめる若者や学者など、当時、おおよそ下手人げしゅにんのわからぬ人斬りは三十代様のしわざ、さよう、幕閣のお偉方えらがたにまで魔の手は及んでいたそうです」

「幕閣にまで及んでいた、ということは、その五代加賀守様がひょっとして美作松平家の誰かを……」

　はい、と、あっさりと小野寺は頷いた。

「元来不仲であったおふたりは、伺候席しこうせきでの些細な言い争いが日常茶飯事だったようです。ある時それが尾を引いて、千代田のお城から下がる美作守様の御駕籠を刀を用いて襲撃いたしましてな」

「な、なんと……」

　幸か不幸か、当時の美作守も加賀守と同類であったとみえて、襲撃と察するや否や脇差を抜いて果敢に応戦したという。

　つまるところ、往来で、大大名家の御殿様同士が決闘したのである。両家ともに御取り潰しになっていないのがおかしいほどの失態、醜聞である。

「どうしたことか、この大事件は『往来での小競り合い』程度に話が小さくなって御公儀ごこうぎの耳に入りましてな。結果、両方の御殿様はそろって隠居させられました。それ以来、美作松平家とわが前坂家は上から下に至るまで犬猿の仲、町はおろかお城ですれ違っても口も利かぬ、参勤の道中で本陣ほんじん差し合いになろうものなら互いに決して譲りませぬ」

　だが、その『白昼決闘事件』からおよそ百年、そろそろどうにかしてくれと、他の御殿様たちから苦情が出はじめていた。大藩同士の不仲は何かと周囲が気を使わねばならず、不評なのである。

　そこで、じつにさりげなく将軍家から和解せよと促され、両家の江戸家老や江戸留守居役るすいやくが数年にわたって秘密裏に相談を重ねた。

　結果、前坂家の当主が参議に昇進することが決まったのをきっかけに、美作守の娘を嫁がせて和解するのがよろしかろう、という案でまとまった。まったくもって都合のいいことに、当代加賀守は若かったし、美作守の息女も嫁に出しても差し支えない年齢にさしかかっていたのである。これを使わぬ手はない。

　家来たちにしても、この話は歓迎すべきものだった。年月を経て詳しい事情もよくわからぬまま、当家の古きお定めであるという理由で特定の家との付き合いを避けるのは不可解であったし、不便でもあった。

「爺、乙姫様が、山のような縁談の中から選び抜かれた御正室候補の姫君、というのは嘘か」

「嘘ではございませんぞ。参議昇進が決まったとたん、縁談がどっさりと。その中から選ばれたのですから、嘘ではない。そのうえ、他家の姫を押しのけて正妻となった、そのことが先方にとっては大切なのです」

　なるほどそのような境遇の姫を、屋敷に留めるだけ留めて正妻にせず送り返したとなれば両家の仲はさらに拗れてしまうだろう。

「うーむ、乙姫様の処遇、どうしたもんかな……」

「お凛様を御側室に、乙姫様を御正室にお迎えになればいいのです」

「それだけはだめだ。リンだけが俺の妻だ」

　困りましたな、と、側用人がため息をついた。

　一方の美作松平家も、混乱の極みにあった。愛娘の乙姫が乱れた字で書き送ってきた手紙を見た美作守は、激怒した。

「出かけるぞ！」

　怒りで顔を真っ赤にし、御陸尺を急がせて何の知らせもなく前坂家の上屋敷へと乗りこんできた。

「加賀守殿はおられるか！」

　門前での大音声だいおんじょう、よもや討ち入りかと血相を変えた前坂家の家来どもがあわてて飛び出して膝をつく。

「加賀守殿はおられるか。話がある。美作守、罷り通る！」






　ふたりの御殿様が対面する部屋は、痛いほどの緊張感が満ちていた。

　徳洋は言葉少なであるが、自慢の娘を傷つけられた美作守の怒りは相当のものであった。大人しそうな顔つきであるが、怒涛のごとく言葉が飛び出す。

「どこの馬の骨ともわからぬ女中を正室に迎えるとは正気か、加賀守殿。いやはや、わが娘のどこが気に入らぬのか。仰々しくも輿入れまでしておきながら、己の侍女に妻の座を奪われたわが娘の胸の痛みはいかばかりか。ああ、かわいそうに……」

　父の隣で俯いている乙姫は泣きはらした目をして徳洋を切なく見つめている。

「勘違いしてもらっては困りますな、美作守殿。御息女が悪いわけでも、美作守殿が憎いわけでもありません。ただただ、心より愛する女を見つけた、それだけのこと」

「娘の侍女にわざわざ手を付けておきながらようもぬけぬけと。そこまでしてわが家を愚弄したいか、わが松平家の体面を傷つけることがそれほどに愉快か！　ああ、先祖代々の恨みを忘れて和解など思案した己が愚かであったのだ。御先祖の、加賀前坂家は野蛮にて付き合いをいたすべからずという家訓はやはり正しきものであったのだ」

　美作守は怒りに任せて言葉を紡いでいるらしく、もはや支離滅裂の無茶苦茶である。

　だが、控えの間でやり取りを聞いているリンは、たまらなかった。

　娘を傷つけられた父としての怒り、体面を傷つけられた武家の当主としての怒り。そこへ先祖代々の恨みが絡み合って、それらがすべて、徳洋へと向けられている。

　冷静に徳洋が言葉を返せば返すほど、美作守はヒートアップしていく。

「ああ、先輩……どうしたら……」

　自分のせいで徳洋が罵詈雑言を浴びせられている。だが、自分が姿を現すわけにはいかない。事態が悪化の一途をたどるのは火を見るよりも明らかである。

　と、そこへ、か細い姫君の声が割って入った。

「父上、もうそのへんで……一緒に、お屋敷へ帰りましょう」

「な、な、何を申すか、乙。そなたは、加賀守の妻となる身。簡単に引き下がってなるものか」

「しかし、父上」

「そなたは、加賀守を好いているのではなかったか？　妻となり子を産みたいと申していたではないか。あれは、偽りか？」

　偽りではありません、と、乙姫が呟く。くすん、と鼻をすする音がする。

「ああああ、乙や！　かわいそうに！　ええい、わが娘を傷つけた罪は重いぞ、加賀守。乙と夫婦にならぬと言い張るのであれば、不行状ふぎょうじょうであるとしてしかるべき筋に働きかけ、さらに家と家の付き合いを子々孫々絶たせていただく」

　それはまずい、と、徳洋は小さく舌打ちをした。

　両家の和解は、たしか、「さりげなく将軍家から促された」のではなかったか。命じられたわけではないから無視してもかまわないのであろうが、それが得策でないことくらいすぐにわかる。

「……加賀守殿、それでもよろしいか？」

　三日後にまた来る、と一方的に告げた美作守が足音高く退出し、瀧島に付き添われた乙姫が奥へ戻ったあとも、徳洋はじっと端座したまま動かなかった。

「お殿さま、すっかり暗くなりましたので灯りをお持ちいたしました」

「ああ……リンか……」

　静かに座っているリンは、身に着けている着物や髪型までこれまでと違っていた。

　これまでは、裾だけに模様が入った表縮緬おもてちりめんの袷あわせを少し着丈を短くして着ていたし、髪も邪魔にならないようアップでまとめてあった。

　それはリンの身分も低く、なにより奉公人として忙しく働いていたからである。

　それが今は、緋色の縮緬に金糸銀糸で刺繍が全面に施された打掛の裾は引きずるほどに長く、髪型は、長さが足らないためおすべらかしにできず、そのまま背中へ流す下げ髪となった。

「あの……お姫さまみたいになっちゃいました……」

　徳洋が無言でリンを抱き寄せる。徳洋にはわかる。リンの格好が大名の正室のものではないことが。

「……リンを正室にできないのならこんな世界や家を捨ててやる。勝手に召喚されて押し付けられたオトノサマって肩書きだ。いざとなったら江戸市中から逃げ出してどこかでふたりで暮らそう」

「せ、先輩、そんなこと言っちゃだめですよ。そ、それに、ここは表でっ……」

「リン……」

「お、奥へ、行きましょう。誰が来るかわからないから。ね？」

「……わかった」

　己の隣を俯きながら歩くリンを見ながら、徳洋は嫌な予感を覚えていた。

「リン、俺はお前以外を妻にする気はない」

「ありがとうございます、先輩」

　リンが徳洋を案内したのは、己の部屋ではなく乙姫の部屋へと続く廊下だった。

「先輩、いえ、お殿さま」

「なんだ？」

「乙姫様を、御正室にお迎えください。今宵、お殿さまがお渡りになると、乙姫様にはお知らせしてあります」

　リン、と、呟いたきり、徳洋は言葉が続けられなかった。

「そうすれば、前坂家と美作松平家は和睦、先輩が悪く言われることもないし乙姫様も幸せを掴む。良いことだらけでしょう？」

　徳洋が伸ばした手を、リンはするりとかわして一礼し、歩み去ってしまった。

















その陸　側室の章












「先輩の手を振り切ったのって、はじめてかも」

　表書院から奥御殿おくごてんへと続く長い廊下をひとりで歩く。目的地は、新しく用意されたばかりのリンの個室である。

　奥御殿は広い。正室の部屋から側室の部屋、台所や湯殿ゆどの、客間に老女や上臈じょうろうたちの局つぼね……。とにかくここは、多くの女性たちが働いている。

「あら、御内証ごないしょの方よ」

　リンはぎくりとして思わず足を緩めてしまう。

「ひとりで歩いて……御殿様にもう捨てられたのかしらね」

　と、御側室候補でありながら徳洋にまったく相手にされていない女性たちに、露骨な嫌味を言われてしまった。

　また、角を曲がった瞬間、顔に花瓶の水をわざとかけてきた女性もあった。

「学校カーストって話題になったけど、側室カーストってとこかしらね……」

　はぁ、と、リンはため息をついた。

　そう言われるであろうことは覚悟していたが、実際に自分の耳に届くと胸が痛む。

　そもそも奥は正室を頂点としたヒエラルキーが形成されている。原則、正室の下には側室がいて、側室の下には何人もの側室候補がいる。

　そして、その側室候補たちの中でもランクがあるのだと、瀧島がそっと教えてくれた。

　御殿様の手が付いていない側室候補たちは「お清きよの者」と言われる。最下層であり人数も多いがゆえに、嫉妬や焦りも渦巻き、女同士の諍いが絶えない。

　それもこれも、暇を持てあまして退屈しているからである。徳洋が当主となってからは、女中として仕事をすることが許されたため、以前よりはマシになったと聞いている。

　側室候補の中から、御殿様の手が付いた人はちょっとランクが上がる。大部屋から卒業してめでたく個室を与えられ、身の回りの世話をする人もつく。

　肩書きは、やっと側室になるのだが、素直にそう呼んでくれる人ばかりではない。「御内証の方」と呼ばれ、当然、露骨ないじめの対象になってくる。

「いじめにあって、御殿様のご寵愛を盾に逞しくはねのける女、いじめに負けて病んでしまう女、さらにのしあがろうとする女、これ幸いと奥からの追放を試みる女……いろいろです」

　これも瀧島の言葉である。リンは、とりあえずは無視することにしていた。

　そして、男児を産めば「御部屋おへや様」と呼ばれ、女児を産めば「御腹おはら様」となり、側室としてのランクも上がる。世話係の人数もぐっと増え、側室たちの間での発言力も増し一大派閥のトップとなる。

　もし仮に当主の生母になったからといって正室より偉くなるわけでも権力を持てるわけでもなく、あくまでも奥のトップは正室、奥に入った女性たちが目指す地位はやはり、正室なのである。

「あら……御内証の方よ」

「ひとりみたいね」

　すぐにまた、先ほどと同じようなセリフとやり取りが聞こえ、今度はすれ違う寸前にすっと足が三本ほど出された。

　相手の着物をさっと確認する。立場が上の人たちであるなら道を譲って頭を下げねばならない。反撃などもってのほかである。

　この奥でリンより立場が上の者は、制度上では乙姫だけであるはずだが、瀧島や乙姫付き侍女たちは、リンよりも豪華な着物を着て堂々としている。

「……打掛に総刺繍ナシ……よし！　反撃可能！」

　リンは、差し出された細い足を華麗に飛び越えてしまった。着地したついでにくるくるとターンをし、手足を大きく伸ばして決めポーズ。一瞬、ダンスホールにいる気分になってしまった。

「んまぁっ！」

「なんてはしたない女子なのでしょう」

「宮様のお血筋も落ちたものね！」

「まいりましょう」

　反撃したつもりが、かえって眉を顰められてしまったようである。

「……ま、いっか……」

　そうこうしているうちに、やっと自室のあるフロアへたどりついた。上屋敷の奥で働く女中たちが住むための建物は二階建てである。その建物の、最奥の一階と二階がリンに与えられたスペースである。要は、表から一番遠い場所をあてがわれたのである。そして、自分が寝起きしない方の部屋を自分付きの女中たちに割り振るのが慣例であるらしい。

「フツーは、隣の部屋がお世話係の人たちのお部屋だと思うんだけどね……なんで上下かなぁ……」

　前坂家では、側室はリンひとりである。そのため、側室たちが住むための部屋は一階も二階もすべて空室で、しんとしている。

　部屋の襖を開けてゆっくりと室内に足を踏み入れる。

「う……クソ上司のパワハラセクハラもキツかったけど、ネオ江戸女子じょしの嫉妬もキツい……」

　瀧島が、身の回りの世話と警護をする女中を数人つけてくれたはずなのだが、彼女たちの姿は見当たらない。リンの私物が乱雑に室内に投げ入れられているだけである。行李こうりがひっくり返り、衣紋掛えもんかけも屏風ひょうぶも倒れている。

　当然、部屋の行灯にも蝋燭にも火が入っておらず、室内は暗い。真っ暗になる前に、急いで荷物の中から火付けの道具を取り出す。

「火打石でしょ、石を打つ火打ち金……これで擦って……」

　カチカチと何度か擦り合わせているうちに、火花が散った。それをすばやく、火打石の上にのせている火口ほくちに引火させてようやく炎となる。

「よし……これを附木つけぎに移して……よし、できた！」

　そこから手元の蝋燭に火をつけ、行灯や囲炉裏に火を入れて回る。

　こうした火をつけるやり方は、こちらへ来て、真っ先に覚えたテクニックである。

　蝋燭も行灯も、現代日本のＬＥＤライトに比べたら相当暗いが、こちらにいると蝋燭の火でも十分に明るいと感じる。

「うーん、火をわけてもらえるような親しい相手もいないしね……この種火、とっておこう……」

　自分の声や、炭や灰を扱う小さな音がやけに大きく響く。部屋に一人きりなのだと実感がわいてくる。

「みんな、乙姫さまのお部屋へ行ってわたしの悪口で盛り上がっているんでしょうね……」

　身分や体面をまるで無視して御殿様に取り入った女、後ろ盾も何もない身分違いの娘、そういう扱いになっているであろうことは、容易に想像できる。

　ため息を吐きながら襖を開ければ、手入れが行き届いた庭が見えた。心地よい風がさあっと吹き抜けるがリンの心はかえって沈んでいく。

　だが風向きによっては、どこか浮き足立ったふうな奥の――乙姫の部屋の空気が伝わってくる。晴れて好きな人と床をともにするのだ。あの愛らしい姫の心は緊張と喜びでいっぱいだろう。きれいに髪や肌を整えてもらい、豪華な着物を着せてもらい、好きな人の前に出るのだ。

「先輩……やっと会えたのにまた離れちゃいましたね……」

　リンの視界に、自分の手が飛びこんできた。会社員の時は欠かさなかったスキンケアもネイルも、こちらに来てからはまったくしていないため、ささくれたり小さな傷がついたりしている。さらに、祐筆として筆をずっと握っていたのでペンだこならぬ筆だこができている。

「気づかなかった……」

　それだけ、この世界になじもうと必死だった。それは、最愛の先輩が、この江戸時代っぽい世界にいると信じていたから、やってこられた。

「先輩……もう、手も握ってもらえないし、一緒に踊ることもなさそうですね」

　リンと徳洋は、競技ダンスのパートナーである。徳洋のリードはいつも的確で、リンが手を伸ばしたいと思った時には、先回りして徳洋の手がそこにあった。リンはその手を安心して握ればよかった。ふたりは完璧なリードとパートナーだという自負があり、事実、大会でも毎回上位に食いこんでいた。

　その、公私ともに繋いでいた手。

「……その手を……自分から離しちゃった……」

　小さく苦笑がこぼれ、ぱたたた、と手に涙が落ちた。

「先輩……うっ、先輩……どうか、乙姫さまとお幸せに……」

　自分でしたことではあるが、徳洋と乙姫が今宵一緒に過ごすであろうこの奥御殿には、いたくなかった。

「こんな時、武家の女性たちはどうしてるんだろう……」

　趣味に没頭するのだろうか。それとも、相手の女性の不幸を願ってしまうのだろうか。

　なにより、夫婦になったふたりの姿を見ながら、自分はここで側室として暮らしていけるのか。その自信はまったくない。

　かといって、前坂家上屋敷から江戸の町へ飛び出して生きていくことも、不可能だ。

「いっそのこと……ネオ江戸から元の暮らしに戻る？　でも、どうやって？」

　元の世界に先輩はいない。かといって、こちらに居ても先輩とは暮らせない。

　取りとめのない想いがリンの心をどんどん覆っていく。

　障子に手をかけ、ぼんやりと見つめる前坂家上屋敷の屋根の上には、いつの間にか大きな月が浮かんでいる。ほぼ満月だろう。

「あ……外が明るいのは、そのせいね」

　ふいに、視界に飛びこんできた小さな建物があった。ふと思いついて、リンは、扇と履物、可動式燭台を手にし、一階へと移動する。

　一階の行灯にも火を入れて、戻ってくる時の目印にしてから、そのまま庭へと下りた。庭を突っ切った先には、四角く飛び出した建物がある。二階から見えた建物はこれ、やはり、能舞台である。

「ここなら……めったに人はこないって先輩が教えてくれた」

　どうやら前坂家の薪能はリンが思う以上に有名で、上様をはじめ諸大名、親しい人たちを大勢招き、しかも、前坂家当主が自らシテとして舞台に立つ。

　ちなみに、「安土桃山時代のころの能の資料を探せ。有名どころは除く」という側用人からの無茶な号令に従って書庫の奥の方を引っ掻き回したのは瀧島であるらしい。

「先輩、うまく舞えるといいですね……」

　リンはひとり静かに、能の舞台へと進んでいく。羽織っていた白地の打掛をそっと落とす。ダンスホールとはずいぶん異なるが、ピン、と張りつめた空気が心地よいのは同じである。

「先輩……最後に一緒に踊ったのは……チャチャチャとワルツでしたねぇ……」

　徳洋が、スタンダード五種目とラテンアメリカン五種目全部踊る10ダンサーであるため、リンもそれに合わせて猛練習をつんだ。

「……体が、ポーズを覚えてるのよね……」

　着物であるため動きが大きく制限されるが、ポーズが取れないことはない。

「そう、こうやって先輩と組んで……」

　心の中でカウントを取りながらゆっくりと手足を動かす。帯が苦しいし脚もろくに開かないが目を閉じてゆっくりと体を動かす。

「……異世界でもシャドー練か、リン。熱心だな」

　ふいに、囁くような艶のある声がかけられた。伸ばしていた腕がさっと組まれ腹部がぴたりとくっつく。互いに和服だが、これまでと寸分たがわぬ位置にホールドされる。

「先輩！　じゃなくて、お、との、さ、ま……」

「続けて……とはいえ、なかなか、苦しいな……」

　リンは小袖に打掛、徳洋は裃という、和服姿でワルツやクイックステップを踊るとは思いもしなかったが、控えめながらも飛んだり跳ねたりは気持ちよかった。

　ふいに、くるりと優雅にターンさせられ、リンはあわてる。が、すぐに抱きとめられた。

　端正な顔が、すぐ傍にある。キスしようと思えばできてしまう距離である。リンはわざと目線を逸らした。

「先輩。だめですよ、こんなところに来ちゃ！」

　リンが徳洋の胸を押す。が、徳洋はびくともしない。それどころか、どうして？　と、耳元で囁かれる。互いの熱がじわりじわりと伝わり、リンも次第に抵抗をやめて、徳洋の背中に腕を回した。

「どうして、って……乙姫さまは……」

　言うな、というふうに、徳洋がリンの唇を己の唇で塞いだ。が、すぐに離れる。

「愛する女のもとへ通ってはいけないというルールはない」

「せ、先輩、そんな……」

「リン、お前だけ……俺が愛しているのも抱きたいのも、お前だけなんだ……ほかの誰も要らない。お前だけがほしい」

　夜目にもわかるほど、リンが真っ赤になった。

「俺はお前を正室にする。絶対に」

　ホールドが解かれ、落ちていた打掛が肩に掛けられる。

「リン、上屋敷の中とはいえ、夜に部屋をひとりで抜け出すのは感心できないな」

「……はい、ごめんなさい」

「次からは俺も誘うように。俺だって、ほんとうは、お能じゃなくてダンスがいいんだ……」

　え、と、リンの目が丸くなる。

「歌舞音曲かぶおんぎょくだの、茶だの書だのに通じてなきゃならんとか、オトノサマは大変だぜ……出奔したくなるのも、今ならわかる」

　リンがくすくす笑った。

「それでも先輩は、このお屋敷の人たちや町の人たちを見捨てて出奔なんてできない。でしょう？」

「……よくわかってるな」

「そんな先輩だから、好きなんです」

　これから先も苦労するであろうから、どんな時でも支えたい――リンはそう思った。






　それからすぐに、どこからともなく人がやってきてふたりの足元に蹲った。有能な御庭番が、舞台にいるふたりを見つけてしまった。

　殿様たる人物が勝手なふるまいをしては困ると言う。

「爺と瀧島に伝えよ。余は明日より、毎夜、リンの部屋へ渡る。そのように手配せよ」

　若干の間があったのち、御庭番は散っていった。徳洋の命令は、実行されるかどうかはともかく、家中に広まるだろう。

「先輩……そんな無茶なこと……」

「俺の意思は伝わるだろう。リン、とりあえず戻ろう……これ以上ここにいるのは許されそうにない」

「はい」

　リンの手を取り、徳洋はスタスタと歩きはじめた。「絶対に放すものか」手のひらがそう伝えてくる。

　リンは、その手をぎゅっと握り返した。

　無言のまま鴬張りの廊下を歩く。沈黙も、廊下が鳴る音も、すべてが心地よい。繋がった手が、何とも言えない安心感をリンにもたらしていた。

「あれ？　お客さまかな？　人影が見えますよ、先輩」

「まさか！　ここは上屋敷の奥も奥、最奥と言ってもいいくらいだぞ？　誰でも出入りできるところじゃない」

　しかし、リンの言う通り、入り口のすぐ近くの廊下に正座している人がいた。

「あれっ、ふたりもいる！」

「あっ！　お前たち、ここでいったい何をしている」

　なんと側用人の小野寺七右衛門と瀧島であった。徳洋が驚きつつも声をかけると、ふたりそろってあわてたように平伏した。

「御殿様ならびにお凛の御方様にどうしても申し上げたき義がございまして、この小野寺七右衛門、御年寄瀧島に願ってここまで罷り越しました」

　リンが、徳洋の着物の袖を小さく引いた。

「先輩、先輩」

「どうした？」

「奥って男子禁制なんじゃないんですか？」

「原則男子禁制だが、特に信頼のおける側近は、老女の付き添いがあれば出入りできる」

「そうなんだ……」

「面おもてをあげよ」

　ふたりがゆっくり顔をあげる。徳洋は何も言わず、ふたりもまた、何も言わない。

　リンは、とことことふたりの方へ歩み寄った。

「え、えっと、廊下に正座もアレだから……お部屋に、入ってお話ししましょう。せんぱ……えっと、お殿さまも、みなさま、入ってください。どーぞ！」

　言いながら、襖を開けて自分が率先して室内に入ってしまう。

「あ……お殿さまは……上座はこっちだっけ？　そちらにどうぞ。いま、クッション……じゃなくて、座布団と脇息をお持ちしますね！　瀧島さまと小野寺さまにも……んもう、暗いから危ない！　先に行灯を増やして……」

　座布団を人数分用意し、行灯の灯りや蝋燭も用意し、お茶の用意がないと嘆く。

　リンにしてみればいたって普通の行動なのだが、瀧島の眉毛が跳ね上がっていた。

「お凛様！　お座りなさいまし」

　ひゃ、と、リンは思わず首を竦めた。瀧島は、小太刀と薙刀の免許皆伝、人並み外れた気合いである。

「よろしいですか、御側室様の御部屋に、しかも、控えの間に誰もいない時に、軽々に人を招き入れてはなりません」

「え、ええ!?　お殿さまや瀧島さまでもだめでしょうか？」

「いけません。きちんと手順を踏んで事前に許可を得た者だけが、身分を偽ってはいないか、危険な品を持ちこんではおらぬかなど、厳しい検査のうえ、入室できる決まりです。わたくしどもは、突然訪おとなったのです。これが曲者だったら、害意を持っていたら、なんとするのです」

「あ……ごめんなさい、気をつけます」

「まったく……先が思いやられます。それから、お世話を申し上げる女中はどうしたのですか？」

　わかりません、と、小さな声で答える。

「よいですか。自らのことを御自分でなさる、これはお凛様の大変に良いところにございましょう。しかし、御側室となられた今、それではならぬのです。奥には奥の伝統や規律、そして体面があります。それを守れずして前坂家や御殿様が、守れるはずはございません。そこのところ、よくよくお考えください」

「は、はい……」

「与えられた御役目を放り出した女中たちを、きちんと御叱責くださいましね」

「ええっ……わたしがやるの!?」

　ぎろり、と瀧島に睨まれてリンはすぐに「はい」と返事をした。

　すっかりしょぼくれてしまったリンを見て、枯れ木のような老人は小さく笑った。

「御側室様……今宵の御殿様は大変に穏やかな顔つきで、爺は少なからず安心いたしました」

「え？」

「実は、御殿様は先ほど乙姫様の御部屋から早々に退出なされましてな。ゆえに、乙姫様はあたり憚らず泣き崩れ、姫様付き女中たちからそれはもう大顰蹙。御殿様は不機嫌御不快の色を隠そうともなさらず、一同弱っておりました」

「爺、あれでも精いっぱい隠して穏やかに退去したつもりだが……」

　リンは、まだ少女と言ってもいい年ごろの乙姫の心中を慮った。

　好きになった相手が自分の手から遠くへ行ってしまう切なさ、悲しさは、リンもよく知っている。ツキンツキンと、胸が痛む。

　俯いてしまったリンを、徳洋が抱き寄せた。瞬間「御殿様！」と瀧島が叫ぶが、当の本人はどこ吹く風である。

「先輩……」

「リン、余計なことを考えるな。姫には申し訳ないと思っているが、俺はリン以外を妻にする気はない。だからリンも、そろそろ覚悟を決めてくれ」

「覚悟？」

「まずは、俺に愛されて、俺を愛して、俺の傍にいて、生涯をともにする覚悟。その次に、正室の覚悟。奥を束ねて家を守る覚悟だな」

　たちまち、リンの胸がいっぱいになった。大きな目に涙がたまる。瀧島が蒼い顔で絶句し、わなわなと震えている。

「俺の妻――正室になってくれるか？」

「はい」

「ほんとうは……旅行先でお前に告げるつもりだった。旅先がこんなところになるとは思っていなかったし、立場がこんなになるとも思っていなかったが、あのころから俺の気持ちは何一つ変わっていない」

　わたしもですよ、と、リンも答える。

「まったく想定していない形でのプロポーズになったな」

「どんな形でも、プロポーズは嬉しいです」

「指輪は、オランダ商人が少し扱っていると聞いたから、落ち着いたら買い求めよう」

「はい」

　こほん、と、小さく咳払いしたのは瀧島だった。

「今宵、わたくしと小野寺様は、乙姫様を御正室にお迎えくださいと再度のお願いにまいったのですが……」

　瀧島が、目を閉じた。激情を必死で抑えているのだろう。こめかみの血管が浮いては消える。

「どうやら、無理な願いのようですな。瀧島殿」

「そのようなこと……」

「御殿様、お凛の御方様、この爺の目には、おふたかたの間にはたしかな絆、誰かが断とうとしても断ち切れぬ絆があるのが見えまする」

「ほう、爺にはわかるのか」

「はい。御殿様の御不快の念はきれいさっぱりと消え失せ、御心みこころがすっかり凪いでいるのは明らか。それは、お凛の御方様がお傍にあってのことでしょう。全身に力が漲っているのはお凛の御方様をお守りせんとするお心からにございましょう」

　さよう、と、徳洋が頷く。

「さらに申せば、お凛の御方様と御殿様は当屋敷が初対面じゃと思うておりましたが、違うようですな」

「さすが爺だな。俺とリンが知り合ったのはもうずっと前だ」

　先輩、と、リンはあわてるが徳洋は気にするな、と笑う。

「それは、どういう……」

　瀧島が、わずかに不思議そうな表情になった。

「俺たちは恋仲だった。ゆえあって引き裂かれていたんだが……それが、ここで再会できた」

　はっとしたように、瀧島がリンを見た。

「当初……捜している人がいる、と……それが、御殿様だったと？」

　そうです、と、リンがはっきり頷いた。それを見た瀧島が、長く息を吐き出した。何か思うところがあるのだろう。

　そして、ゆえあって、の中身を知っている爺は、深く頷いたあと、うなだれていた。

「爺、瀧島、俺はしばらく、リンとともに生活をしたい。ようやく再会できたリンの傍を、かたときも離れたくない」

「なりませぬ！　さしあたって今のお凛は御側室というお立場でしかありません。御正室を差し置いて御側室のところへ足繁くお通いになるなどもってのほかにございます。お過ごしになるなら許嫁の乙姫様のもとでしょう。さぁ、姫様のもとへお戻りください」

「瀧島、それは断る。俺は、乙姫様を抱く気はないし、正室にするつもりもない」

「ならば、姫様の御実家に何と申し開きをなさるおつもりですか！　美作守様は連日、御駕籠を乗り付けて色よい返事をお待ちです」

　許嫁として送り出した娘が、婚約破棄されて送り返されたとあっては美作松平家の面目丸つぶれである。

「姫が幸せになれる、もっといい相手を見つける。そのつもりだ」

　そんな相手いるのだろうか、と、その場の誰もが思った。若くして参議という職に就き、加賀百万石という大藩の当主以上の人材――。

「御殿様、そのような人物、いったいどこにおられまするのか！」

　瀧島がいよいよ激高して、扇で畳をぴしりと打つ。

「落ち着け、瀧島。爺、武家の家名や石高、役職などがずらっと載っている、あの便利な書物……なんだったかな」

「『武艦ぶかん』にござりまするかな」

「そう、それだ！　すみずみまで熟読し、これはと思う武家を探し出せ。『大名武艦』だけではなく『旗本武艦』の方もだぞ」

「『旗本』もでござりまするか？」

　大藩の姫君を旗本に嫁がせるとはいかがなものかと小野寺と瀧島の顔に書いてある。リンですら、それってどうなの、と思ったくらいである。

　だが、にっ、と徳洋は笑った。

「忘れたか。旗本には別格の『高家こうけ』と『交代寄合こうたいよりあい』がいる。彼らは、石高は旗本のそれだが、実際の家格は大名並みの扱いであるし、彼らの権力となるとそこらの大名よりよほど強いぞ。ゆえに、くまなく調べよ」

　御意にございまする、と、得心がいった面持ちの小野寺が頭を下げ、リンも「なるほどー！」と呟く。だが、瀧島はものすごい表情でそれを睨みつける。

「御殿様！　嫁ぎ先を探すなど……乙姫様の御気持ちを蔑ろになさるおつもりですか」

「では聞くが瀧島、気持ちと言うなら、リンを愛しリンを正室にするという俺の気持ちはどうなる。俺の気持ちに応えてくれたリンの気持ちはどうなる。乙姫様の御気持ちはありがたいが、お受けいたしかねる。この気持ち、いい加減にわかってほしい」

　瀧島の怒りに満ちた視線と、徳洋の揺るがない視線がぶつかる。ハラハラするリンが何か言おうと口を開きかけたが、小野寺が小さく首を横に振る。

「御殿様、瀧島様、お凛様、それがしはこれにて下がらせていただきます。部屋に戻らねばならぬ刻限にございますれば」

　小野寺が会話に割って入った。その、場違いなほどに長閑で穏やかな老人の声に、剣呑だったふたりがはっと我に返る。

「もうそのような刻限ですか」

「はい。先ほど、刻を告げる太鼓が鳴り、各々おのおの部屋に戻るよう促す者の声がいたしましたぞ」

「ああ、当家は屋敷内でも夜歩き禁止であったな」

　老人は、穏やかな笑みのまま膝を回した。

「御殿様、明朝はちと所用がござりましてな、少しく屋敷を留守にいたしまする。午前の御公務に間に合うよう戻ってまいりまするが、午前ひるまえまで、御殿様おひとりにて過ごしていただく必要がございます」

「なに？　では、朝餉あさげや医師の診察は俺ひとりか？」

「さようにございます。戻り次第御部屋にお伺いいたしまするが、朝の御仕度などは、おひとりにて行っていただかねばならぬかと……」

　やけに落ち着いた声音で、「ひとりで」と念を押すように言う。

　徳洋が、じっと小野寺を見つめた後、小さく頷いた。

「ああ！　わかった。ひとりでやれるから安心してくれ。明朝、執務室で会おう」

　小野寺が退出しようとすると、悔しさを必死で圧し殺したような表情の瀧島も一緒に立ち上がった。

「あれ？　瀧島さまも帰ってしまうのですか？」

「お凛様、殿方は単身で奥を歩いてはならぬ規則にございますゆえ、奥向きの女が小野寺様を表書院までお送りせねばならぬのです」

「そうなんだ……そんな規則があったとは……」

　瀧島が小さく笑った。

「乙姫様に会いにこられる殿方は皆無でしたから、お凛様が知らぬのも無理はないでしょう」

　そっか、と、リンは少しほっとした顔をする。

「その後は、わたくしも部屋に戻らねばなりません」

　涼しい顔の小野寺と憤怒の形相の瀧島が立ち去り、リンは、そこでようやく『側用人の心配り』に気がついて真っ赤になった。

「あ、あ、あのおじいさん……小野寺様……」

「うむ、俺がここに泊まれるよう、取り計らってくれた。実質、瀧島もそれを認めたようなものだな」

「いい、の……？　わたし、先輩の傍にいていいの？」

「俺の隣にいろ、リン。お前のことは守るから」

　徳洋の腕がすっと伸びてくる。リンはもうそれを、避けはしなかった。
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　その日――徳洋がリンの部屋に泊まったことはたちまち屋敷中に知れ渡ってしまった。

　というのも、翌朝目覚めてから、徳洋はリンをかたときも放そうとしなかったのである。朝餉が用意されようが洗面道具が届こうがおかまいなし、全裸で喘がされっぱなしのリンは廊下が鳴るたびに声を抑えたり動きを控えたり、大変であった。

　ついには、

「御殿様はお凛の御方様をかたときも放そうとなさいませんので、洗面、朝餉等はすべてお凛の御方様の御部屋にて……」

　と、秘密裏に伝令が走ったほどであった。

　さすがに「余はリンの部屋でずっと過ごしたい」という希望は却下されてしまったが、時間が許す限り奥へ来ることは可能となった。日が経つにつれてリンの部屋に滞在する時間はどんどん長くなっていった。

　それ以降、リンはたちまち正室のような扱いになった。

　まず、奥の女性たちがリンに対して丁重な物腰になった。

　そして、身に着けるものや、一日のスケジュールまでもが変わってしまった。

「最初は乙姫様付き女中という立場だったんだよねぇ……」

　裾に模様の入った程度の質素なデザインの着物を身に着け、一日のほとんどを労働して過ごしていた。他の女中たちとも、それなりに親しくしていた。

　ところが今度は、身に着けるもののほとんどが羽二重となり、打掛も裾は引きずるほど長く、金糸銀糸で総刺繍が施された立派なものへと変わった。

　さらに、朝晩仏間に出向いて前坂家先祖代々の位牌に手を合わせ、朝晩の『御殿様総触そうぶれ』という御殿様が家臣たちに挨拶をする場にも付き添い――。

「思った以上に、忙しいですね……」

「うむ、わけのわからないお定めが多いからな、こちらは……」

「でもそれも、歴史の重みでしょう？」

「ま、そうだな……そうでも思わなきゃやってられないぞ」

　リンは、徳洋が来てくれるのを心待ちにしながら、その間、これまで同様祐筆の仕事をしていた。なぜか、乙姫やその周囲の女中たちが、リンに仕事を言いつけるのだ。

　許嫁としての立場を誇示したいのか、純粋にリンの能力が必要とされているのか定かではないが、なんとなく、前者な気がしていた。






「リン、戻ったぞ」

「お帰りなさいませ、お殿さま」

「ただいま……お、今日は黒地の打掛か。似合うぞ」

　艶やかな着物を着たリンを軽々と抱き寄せ、キスをする。お付きの女中たちがいる手前、それ以上のことはできない。だがキスだけでリンは笑顔になる。

　正式に幕府に婚姻を届け出たわけでもなく、乙姫との婚約を破棄したわけでもない。リンは側室のままであるし、依然として乙姫は許嫁として屋敷に残っている。それでもリンは幸せそうに笑う。

　むろん、美作守がそのような状況を見逃すはずもなく、

「いつになったら乙と正式に夫婦になるのか！」

　と、連日御駕籠を乗り付けて、矢の催促である。もちろん、リンもそのことは承知している。

「乙姫さまが、お待ちかねです。いってらっしゃいませ」

「……わかった。挨拶だけしてすぐに戻ってくる」

「はい」

「そうだ、夕刻には美作守殿が見える。それまでに軽く――何か、消化のいいものを頼みたい」

　用意しておきますね、と、リンは微笑んだ。

「あ、お殿さま」

「ん？」

「……いえ、いってらっしゃいませ」

　遠ざかっていく背中を見送ったあと、リンは女中たちを下がらせた。

　ひとりになったあと、打掛を脱いで小袖姿になり、緩やかに束ねていた髪をポニーテールへと結びなおす。

　そのまま、奥専用台所へと向かう。そこでは、奥で寝起きする女性たち全員の食膳や菓子が作られる。

「これはお凛の御方様！」

　中年の台所頭だいどころがしらが柔和な笑顔でリンを迎えてくれた。奥向きの女中たちのほとんどがリンに対して素っ気ない中で、数少ない普通に接してくれる人である。

「あの、調理道具を借りたいのだけれど……」

「はいはい、かまいませんよ。いつものように、お殿さまに手料理、ですね」

　リンが台所を借りる時は、ひそかに現代日本の料理を再現する時だ。御殿様たるもの出された食膳に文句を言うのは許されないことであるが、江戸の食事が徳洋の口に合わないのも、リンは承知している。そのため、どうにかして食べ慣れたものを用意してあげたいと、思い切って台所を訪ねたのだ。最初に相談に乗ってくれたのが彼女で、苦心して食パンを焼いた時に手伝ってくれたのも、ジャムを用意してくれたのも、彼女だった。

「お凛さま、今日はどのようなものを」

「えーっと、お殿さまの好物であるジャガイモのポタージュスープを作りたいの」

　胃が痛むみたいだったから……というのは、心の中でのみ、付け加える。

「あ、えーっと、ポタージュスープっていうのは、とろみのある汁ね。ジャガイモと牛の乳と、塩コショウがあったはずよね」

「はい、ございますよ」

「あと、あまってる包丁あるかしら？」

「はい」

　道具を出してもらいながら、リンは、あれ？　と首をかしげた。頼んでいないのに、もう擂すり粉木こぎやおろし金が手早く用意されている。

「ささ、お凛さま、急いで皮をむいてつぶしてしまいましょう」

　あら？　と、リンは再び思った。まだ、料理の手順を説明していない。だが、彼女はもう皮をむいて芽を取っている。手際が良いどころか、ポタージュを知っているのではと思わせる動きである。

　もしや、と、かすかな期待と疑念が浮かんだ。

「……ミキサーとコンソメがあればね、楽なんだけど」

「さようでございますね。こちらはすべて、手作業でございますから……え？」

「……やっぱりね……」

「お凛の御方様……！」

　しーっ、と人差し指を唇にあてながら、

「わたし、リン、ってほんとうはカタカナなんです」

　と、小さく呟く。

「そうでしたか！　わたしは……おまさと呼ばれておりますが、雅美まさみです」

　思わぬところで『同郷の者』を見つけたリンであった。

「ポタージュ、作るの手伝ってくれる？」

「はい、喜んで」






　そのころ、所用の帰り道に日本橋を御駕籠で通りかかった美作守は、讀賣よみうりが号外を読み上げている場面に出くわした。町人たちが、好奇心丸出しの顔で集まっている。

　嫌な予感がして一枚それを買い求め――美作守は駕籠の中でぐしゃりと握りつぶした。

「おのれ、加賀守……よくも、わが娘を笑いものに……許せぬ」

　いったいどこから話が洩れたのか。そこには、加賀守と乙姫の破談が面白おかしく綴られていた。

　もちろん『さる大藩の姫』と『先祖代々犬猿の仲である家の、若き当主』と、ぼかしてあるものの、加賀前坂家と美作松平家の不仲と、両家和解のために組まれた縁談のことは、周知の事実である。

　誰もが「ああ、あのふたりのことね」と察してしまう。

　だが、輿入れが宙ぶらりんであること、加賀守が美貌の側室に夢中であることは、両家の者しか知らないはずの出来事である。

　さらに許し難いことに、讀賣には、

「袖にされた姫様は日を経ずして親元に戻されるのは言うに及ばず、傷物となった姫を娶る男はいないであろう。恋しい想いを胸に尼寺へ行くのか、想いをきれいさっぱり捨てて羽振りの良いお大尽だいじんや老舗の隠居の後家に納まるか、親の腕の見せどころ。さらに、美貌の側室は懐妊しているのでは」

　などと赤裸々に書いてあったものだから、ただでさえ頭に血がのぼって冷静さを欠いている美作守が、

「加賀守が破談を狙って讀賣に書かせたに違いない！」

　と、勝手に解釈して怒り狂うのも無理からぬことであった。

「江戸の人々の物笑いの種になってしまうとはなんという屈辱……！　しかも、側室にやや子ができたとなると……ええい、どう考えても世の笑い種ぐさではないか！　許し難し！」

　怒りのあまり赤黒い顔になった美作守の脳裏に、たちまちにして素晴らしい計画が閃いた。

「我ながら名案じゃ！　今に見ておれ、加賀守！」

　冷静でさえあれば、いかに元来が短慮な美作守であってもそれがいかに愚かな行為であるかわかろうものである。だが、かーっとしてしまった美作守には、これ以上ない名案に思われた。

　しかし、ここは将軍家お膝元の江戸、しかも、朱引しゅびき内でかなりはた迷惑な騒ぎを起こすのである。幕閣に見咎められることは間違いない。

「その際は……そうじゃな、加賀守の不行状を訴えればご理解いただけるであろうかな。うまくすれば家名を守ったあっぱれな当主であると、お褒めくださるであろう。あるいは、娘の名誉を回復し汚名を雪いだあっぱれな父親と思うていただけるであろう」

　百年ほど前、前坂家当主と白昼堂々、渡り合った当主がいた。口惜しいことにその後隠居させられてしまったが、美作松平家中興の祖として崇められている有能な人物であった。

　こたびの名案は、その人物が黄泉より蘇って知恵を授けてくれたのだとさえ思った。さらに悪いことに、美作守を乗せた御駕籠はその『決闘の地』を通過してしまった。

「ああ、これはやはり、ご先祖の霊が策を授けてくだされたに違いない」

　ありがたや、ありがたや……と、手を合わせる始末である。美作守は一度思い定めたらそのように突っ走る、大変に困った気質であるが、止める者もない。

「そうじゃ、今宵は風もなく……月も明るすぎぬ……」

　自分の屋敷に着くなり、美作守は奥へと駆けこみ、ぴったりと襖を閉ざした。

「父上、お帰りなさいませ」

　と、幼い息子が話しかけても「ああ」と答えたきり返事もない。奥方が膳を運んでも側用人が書状を運んでも、そこへ置いておけと繰り返すばかり、顔を出すこともない。

　当主の挙動が明らかに不審であるため、美作松平家の上屋敷はたちまちにして妙な緊張状態に包まれた。

　それに呼応したわけではあるまいが、生ぬるい風が江戸の町を吹き抜けた。びゅおお、びょお、と嫌な音がし、なんとなく上屋敷の人々を不安にさせていた。屋敷の外周に沿ってぐるりと建てられた表長屋に住む藩士たちが、外を確認しては戸を閉める音が響いた。

　それは、前坂家上屋敷でも同じだった。

「不気味な風にございますね、御殿様」

　がたがたと屋敷が鳴り、乙姫が御殿様に思わず縋る。

「そう、だな……。嫌な予感がする」

「はい。何やら恐ろしゅうございます。何かが迫ってくるような」

　乙姫の顔はすっかり青ざめて、唇をかたく結んでいる。

「戸締まりを厳重に。見回りと見張りを増やすから姫は安心してお休みください」

「はい、ありがとうございます」

「何もないとは思うが……」

　こんな時でも泊まってはくれないのかと、乙姫は切なく御殿様の横顔を見つめた。










　月が夜道を白く照らす。人々が寝静まった江戸の町をひたひたと走って移動する一団があった。

　いずれも黒い装束で覆面を着用し、弓矢や刀を担いでなかなかにいかめしい。生ぬるい風が変わらず吹き続ける。

　止まれ、と、太い声が響く。

「よし、この壁を越えた先は庭じゃ。数寄屋すきやと能舞台があり、御長屋も重臣の屋敷なく、人気ひとけもない。入れ！」

　と、その中のひとりが小声で告げると、鉤かぎ付きの紐が瓦葺きの屋根に向けて次々と投げられる。男たちは白壁をあっさり乗り越え、身軽に敷地内へと移っていく。

「よいか、加賀守を討つのはこのわしじゃによって、見つけ次第捕らえよ。そなたらは憎き側室を討て。そして、わが娘を地獄のごときこの前坂家上屋敷から連れ出して保護するのじゃ。よいな！」

　おお、と、そこかしこで応じる声があった。

　美作守の被害妄想はいよいよ行きつくところまで行ってしまったのであるが、不幸にして、それを正す者も宥める者もなかった。

　その、前坂家の上屋敷に侵入した曲者の気配を、優秀な御庭番が察知しないはずがない。

「御殿様、お凛の御方様、お休みのところ申し訳ございません。何者かの襲撃にございまする」

「なに？　相手は何者か？」

「黒ずくめにて、人体にんていや紋などは判別不可能にございます」

　徳洋に続いて目覚めたリンが手早く明かりを灯し、刀掛けから大小二本の刀を外して徳洋に渡す。

「先輩、何か、パジャマ……じゃなくって、寝間着の上に羽織りますか？」

「ああ、羽織を取ってくれ。これだと白いから目立ってしまう」

　徳洋が黒い羽織に袖を通し、リンは緋色の打掛を肩に掛けたところで、再び御庭番の声がした。

「御殿様、人数は十数名程度、得物えものは弓矢や槍を確認いたしました。どうやら御寝所ごしんしょが空だと知り、こちらへ向かっている模様」

「標的は、俺か」

　とっさに武家や天領、異国の動きを思い描く。

「怪しいところはない……」

　次いで倒幕運動の志士や、過激な佐幕派志士の動向を考える。こちらも特に目立った動きはないと御庭番が報告してきた。

　次に、個人的に顔見知りである他家の当主たちの面、を思い浮かべる。いずれも、うらなりぞろいである。恨みを買った覚えはないが、夜間武器を携えて襲撃するほどに骨のある人物は見当たらない。

　ならば家宝が盗賊に狙われたのかと思い、値打ちのありそうなものを思い浮かべるが、こちらは心当たりが多すぎる。

　しかし、徳洋の脳裏に、追い払っても追い払ってもくっきりと浮かび続ける人物がひとりだけいる。

「まさか……いや……」

　いくらなんでも、武装して襲撃してくるほどに愚かな父ではないだろう……と思いたい。

「御殿様！　曲者どもの一部が乙姫様の御部屋の方へ向かいました」

「なにっ、瀧島に、命に代えても乙姫様の安全を確保せよと伝えよ」

「御意」

「太鼓を叩いてすべての藩士を叩き起こして招集せよ。お前たちは、女たちを守り賊をひとり残らず捕らえよ」

　襲撃に気づいた女中たちの悲鳴が、あちこちであがりはじめた。

「せ、先輩、戦いになるの？」

「おそらくな。リン、奥へ行って……」

　徳洋がリンを逃がそうとした時、リンは首を横に振った。

「わたし、先輩と一緒にいるって決めたから」

「こんな時は離れてもいいんだぞ？」

「離れません。わたしも戦います」

　しばらくリンの顔を見つめたのち、わかった、と、徳洋は頷いた。

「……敵が誰だかわからぬうえに、足元がよく見えない。これでは下手に動けないな……」

　とにもかくにも室内が暗いため、少し動くだけでも難儀である。刀の目釘めくぎをあらためようにも、雲の合間から射しこむか細い月灯りでは心もとないし、リンと徳洋の体もしょっちゅうぶつかってしまう。

「戦うには……えっと、ある程度明るくないといけないわ。……でも、明るすぎても狙われてしまうし……」

　時代劇では、曲者の襲撃があった時は即座に蝋燭や行灯を吹き消していた。しかし、徳洋は夜間の戦闘には慣れていない。真っ暗闇ではかえって不利だろう。

　リンは、室内の行灯や蝋燭を集めて、すべてに火をつけて回った。念のため、枕元近くに置いてある火付けの道具一式を袂に入れておく。

「リン？」

「これが正解なのかどうか、わからないけれど……。明るければ、こちらの姿も見えてしまうけれど、先輩が敵の動きを見ることもできるでしょう？」

　これで徳洋の足元は明るいし、敵の攻撃をかわすことも可能なはずである。

　それから隣の空き部屋へも駆けこんで、蝋燭に火をつけて窓際に置いてまわる。これでどこがリンの部屋なのか、わかりにくいはずだ。

「先輩を守るには……えっと、ほかにはどうしたら……」

　戦闘や襲撃など、リンにとっては生まれてはじめての経験だ。だが、襲われる恐怖よりも、愛する彼を守るにはどうしたらいいのか、そのことで頭がいっぱいになった。

　念のため、懐剣を錦の袋から取り出してすぐに使えるようにする。武家の女はいざというとき自害できるように懐剣を持つものだ――と、瀧島にひそかに渡された。

「でも自害なんてしないわよ……先輩と、ここで生きていくって決めたんだもの！　敵を倒すわ」

　リンが徳洋の傍へ戻った瞬間、隣の部屋に曲者が踊りこんだ気配がした。

「きゃ……」

　思わずリンが、徳洋の羽織の裾を握る。

「しーっ、静かに……」

　徳洋が部屋の隅にあった衝立ついたてを引き寄せ、その陰にふたりで身を寄せる。着物を通して徳洋の体温が伝わってくる。

「先輩……生き延びましょうね」

「あ？　ああ、当然そのつもりだ」

　曲者は、リンの仕掛けた誘導に従って一度は遠くへ行ったものの、それらすべてが空き部屋だと察すると庭伝いに戻ってきてしまった。

「あああ……来ちゃった……」

　徳洋が、ぎゅっとリンの手を握った。

　それはいつも、ダンスホールへ出る直前に徳洋がリンを落ち着かせるためにしていた仕草で、リンはそれに応えて徳洋の手を握り返していた。

「……大丈夫、わたしたちはいつも一緒です」

「うむ」

　ほどなくして曲者たちが、室内に雪崩れこんできた。その数、十に近い。それぞれが、鎖鎌くさりがまや匕首あいくち、半槍はんそう等を構えている。

「いたぞ、加賀守と……ん、見つけたぞ、女、長い髪の美貌、側室だぁ！」

「ちっ……。リン、ここを離れるな。絶対に守る」

「はい」

「御庭番か、当家の藩士や足軽どもがすぐにくるはずだ。それまで隠れていろ」

　すらり、と、徳洋が剣を抜いた。だが曲者のひとりが、次々と行灯の火を消していく。あっという間に周囲は闇に呑まれてしまい、徳洋の困惑が伝わってくる。

「なんてことを！　先輩、すぐに明かりを……」

「無理はするな、リン！」

　徳洋に「大丈夫」と身振りで伝え、火付けの道具を取り出す。やっとの思いで火を熾し、蝋燭をひとつ灯したリンの足元に、どこからか弓矢が射かけられた。

　さらに、タンタンと立て続けに射られて、思わずリンはその場にうずくまってしまう。

「こ、こわ……」

「リン！　火の傍を離れろ。ターゲットにされるぞ」

「は、はい」

　畳を這いながらリンが火から離れる。徳洋は、曲者を牽制しながらじりじりと庭へと移動していく。か細いとはいえ月灯りがあり、屋内よりは開けている庭の方が戦いやすいと踏んだのだ。

「余が、加賀前坂家三十八代当主にして十三代加賀守と知っての狼藉ろうぜきか」

「無論むろん」

　そう言うなり飛び掛かってきた一番手をくるりと半回転してかわす。

　二番手の鎖鎌は屈むことで間合いを外した。だが、間髪を入れず襲い掛かってくる槍をとっさに刀の腹で受けてしまい、徳洋は身動きが取れなくなった。

「くっ……」

　その隙に、体勢を立て直した一番手が短刀を構えて突進してくる。

「く、くそっ……」

　どうにかしてわが身を守らなければ、と思った徳洋は、使い慣れない刀を捨て、目の前の槍使いの奥襟おくえりを掴んで引き倒しながら、その体を振り回した。勢いを利用して、短刀の男にぶつけた。

　ぐえぇ、とふたりの曲者がもんどりうって庭に伸びた。

　さらに三人目の男も、手首を掴んで引き寄せ、力任せに投げ飛ばす。

　他国を放浪していた時、戯れに門を叩いた道場で教えてもらった武術のテクニックが、まさかこんなところで役に立つとは徳洋自身がびっくりである。

「こ、こいつ！」

　曲者のうめき声に、徳洋は、とっさに間合いを外して敵の出方を窺う。

「世に聞こえた頴才えいさい、つまるところ学のみの軟弱者と思うておったが、どうやら加賀守のできは、うらなりぞろいの殿様連中とは一味違うようじゃな」

「あまり嬉しくないが、褒められた、と思っておこう」

「……して、我われらが殿はまだか？　どこで何をしておるのじゃ？」

「それが、いざ襲撃がはじまると、興奮してどこぞへ行ってしもうた」

「ちっ……うつけはやはり、加賀守ではのうてわが殿の方であったか」

　男たちが、脇差わきざしのような長さの剣を構えて、じりじりと徳洋に迫る。

　競技ダンスで鍛えた体力と放浪の旅で身に付けた武術があるとはいえ、実際に凶器を構えた複数の人間と対峙するのははじめてである。さすがに呼吸もあがり体がこわばって動きにくい。なにより、和服であることが、徳洋の動きを制限した。

　だが、徳洋は倒れるわけにはいかなかった。

「リンを置いて死ねるか……！　リンを死なせるわけにはいかない……」

　愛するリンと、ここで生きる。そう決めたのだ。

　ふうっと深呼吸し、その場で軽くジャンプする。そして、両脚をしっかり開いて腰を落とす。その見慣れない動きに、曲者たちはわずかに後退りする。

「御殿様！　加勢いたしまする」

　どこからか現れた藩士たちは、すでに刀を抜いている。数人が伸びたふたりの男を縛り上げ、別の数人が即座に左右に展開した鎖鎌や匕首の男たちと戦いはじめる。

「……リンは……乙姫様は御無事だろうか……」

　その場を藩士に任せて室内を見れば、リンは、火を小さくした行灯の傍かたわらでじっとしている。

「無事のようだな、よかった……」

　視線を動かせば、御庭番と瀧島に守られた乙姫とお付きの女中たちが、戦闘に出くわして色を失っている。

「ああっ、御殿様！」

「乙姫様、無事でよかった」

「恐ろしゅうございます」

「乙姫様、庭に下りてはなりません。弓使いがどこからか狙っているやも……」

　瀧島が、徳洋の方へ駆け寄ろうとした乙姫をすばやく抱きとめる。

「姫様、戻りましょう。この暗さで射かけられては、逃げ遅れます」

　その瀧島の声を聞いたリンは、ふと、さっき射かけられた矢は、どこから射られたものなのかが気になった。

「かなり正確に狙った矢だったわよね……」

　ゆっくり這って縁側へと移動し、矢が飛んできた方向を見る。

「こっちからだったから……え、御庭から？」

　弓矢が飛んできた方角、その先にはかつて、文恭院様――徳川十一代将軍から贈られた唐楓とうかえでの巨木がある。己の出自を知ってか知らずかすくすくと頑強な巨木に育った唐楓、その中ほどに、人影があることにリンは気づいた。

「徳川家から下賜かしされた大切な木によじ登る不届き者は、前坂家にはいないわよね……」

　リンの目が、弓矢がきりりと引き絞られるのをはっきりと捉えた。

「や、やばいっ……ターゲットはわたしじゃない……」

「わが家の体面、わが娘の無垢なる心を傷つけし加賀守、とうてい許しておけぬ」

　庭に響く胴間声どうまごえは、すっかりおなじみとなった美作守のもので――。

　ひゅん、と、矢が放たれた。が、生ぬるい風が吹いてあらぬ方向に逸れる。

「父上！　なぜそのようなところに……？」

　乙姫も思わぬ出来事に息を呑み、その場に立ち尽くす。人々の注目を浴びたにもかかわらず、美作守は恨みつらみを喚き続けながら次の弓を引き絞る。

「わが家の恨み、わが娘の痛み、我らの怒りを思い知るがいい。償え、加賀守！　天誅！」

　ぴたり、風が止まった。

　そんな中、リンはもう駆け出していた。矢のスピードは速い。走って間に合うわけもないが、動かずにはいられなかった。

「先輩、伏せてっ……」

　リンの声に従い、徳洋は地面に伏せてごろごろと横へ転がった。それとほぼ同時に、衝撃がリンの右肩を襲った。

「う……」

　ぱさり、とリンが羽織っていた打掛が地面に落ち、そこへ二の矢、三の矢が突き立つ。庭が、しん、と静まり返った。

「御殿様！」

「お凛の御方様！」

　真っ先に動き出したのは御庭番、徳洋とリンを取り囲み安全を確保し、次いで御庭番に率いられた足軽たちが巨木へと殺到する。

「くそう、くそう！　仕損じたか。加賀守、運のいい男め！　乙、聞いておるか。乙！　どこにおるのじゃ、乙！　そなたの恋敵はこの父が成敗したぞ。苦しめ加賀守、お前のせいで最愛の側室は命を落とす」

　美作守が狂ったように喚き、前坂藩の足軽たちが木から美作守を引きずり下ろして槍衾やりぶすまで取り囲む。

　一方、あちらこちらに散っていた御庭番も黒ずくめの怪しげな男たちを次々と捕らえてくる。徳洋はそれを横目で見ながら、倒れているリンをそっと抱き寄せた。

「リン、リン、しっかりしろ！」

「せん……ぱい……？　無事……です、か……？」

「ああ、お前が守ってくれたおかげで傷ひとつ、ついていない」

　よかった、と、リンが微笑む。

「誰か、医者を連れてこい！　リンがけがをした！　リン、まだ矢を抜くな。かえって、出血がひどくなるぞ」

　退のいてください、と、転びそうになりながら駆けてきたのは、徳洋が見たことのない女中だった。

「そなたは……？」

「はい、奥向きの台所を預かっております女中のおまさにございます。おリンさまとは少し、親しくさせていただいておりましたので、居ても立っても居られず」

　そうか、と、徳洋は頷いた。

「お殿さま、看護の心得が多少ございます。治療のお手伝いをさせてください。おリンさまの傷の具合は……」

「暗くてよく見えん。誰か、灯りを持て！」

　近くにいた御庭番たちが、捧げてきた大きな提灯でリンの傷を照らす。

「まっすぐ刺さっているように見えるが……リン、必ず助ける」

　傷を見ていたおまさが、

「緊急事態につきおリンさま、お着物を失礼いたします……あの、羽織で目隠しを」

「あ？　ああ、そうだな」

　徳洋が羽織を脱いで広げて周囲の視線を遮り、その陰でおまさが小太刀こだちを操ってリンの着物を切り裂いていく。今度は、白い肌に矢が突き刺さっているのがはっきりと見えた。

「ああ、なんということ！　……痛かったでしょう」

「その声……お、まさ、さん……？」

「はい。もう大丈夫ですよ。お殿さまもこちらにいらっしゃいます」

　こくん、と、リンが頷く。

「それほど深くはなさそうだな……」

「……急所もはずれているようです。しかし、刺さった矢尻を抜いて縫合しなくてはならないでしょう」

「縫合？　手術か……。しかし、ろくに麻酔がないし、術後は、膿んだり高い熱が出たり……」

「はい。抗菌剤がないので破傷風も怖いですが、そうならないことを祈りましょう」

　ん？　と、徳洋がおまさを見る。

「おリンさまをお部屋に運び入れたく思います」

「わかった」

　徳洋の指示で、大きな布を広げてリンをそこへ移し、複数人で布ごと運んでいく。おまさは抵抗なくそれに従い、人々を的確に動かす。

「まさか……。いや、しかし……」

　ぐったりしたリンに付き添う徳洋の元へ、袴の股立ももだちをとり、刀の下げ緒を襷たすき掛けにした小野寺が走ってきた。ほうぼう、走り回っていたのだろう。老人の額に汗がびっしり浮かんでいる。

「御殿様、お凛の御方様のご容体は」

「さほど傷は深くないが、矢が刺さったままだ。抜かねばならん」

「お命に別状は」

「ないと思う……いや、絶対助ける」

　それはよかった、と、側用人が安堵の声を漏らす。

「御殿様、美作守様をいかがいたしましょうか。まさか他家の御殿様に縄を打つわけにも……されど、このまま美作守様御屋敷に戻すわけにも……」

「爺、案ずるな。幕府の火付盗賊改メ方ひつけとうぞくあらためかたは疑わしき者は身分を問わず検挙、取り調べしてかまわぬというお定めであろう？　ひそかに火盗改メの長官を呼んでくれ」

「は、なるほど。承知いたしました」

　急いで立ち去ろうとする有能な側用人に「爺、待て」と声をかけた。その声音に若干の躊躇いと怒りが混じっているが、小野寺は素知らぬふりをした。

「その……」

「はいはい」

「……乙姫様はどうしている？」

「おっと失念しておりました。そのことにございまするが、姫君には衝撃が大きすぎたのでしょうな。気を失ってしまわれました」

「な、なんと！」

「お付きの女中たちがただちに介抱しましたゆえ」

　無理もないことであるな、と、互いの顔に書いてある。如何せん、乙姫は深窓の姫君である。このような荒事あらごとに耐えられるほど丈夫ではないだろう。

「落ち着いたら見舞いに行くゆえ都合の良い時を教えてほしいと瀧島に伝えてくれ」

「承知いたしました」

　小野寺と別れ、徳洋は、リンのところへと急いだ。

　そして、誰が何と言おうと、どんな火急の用が出来しようとも、その場を離れようとしない。

　リンの汗を拭い、着物を着替えさせ、少しでも水を飲ませ、声をかけ続ける。

「御殿様は……心の底からお凛の御方様を愛していらっしゃる……」

「本復なさるまで、お傍にずっと居続けるお覚悟だそうだよ」

　すごい、と、女中たちがため息をつけば、勤番侍たちも頷く。殿の側近から表長屋住まいの藩士たち、下働きの人々の間にまで、御殿様の献身愛は瞬く間に広まった。

「それがし、御殿様を守ったお凛様の動きに感動いたしましたぞ」

「実はわしもじゃよ。たいした女子おなごじゃ、あの異国風の娘は……」

「弁が立つだけでなく、度胸もあったとはな」

　家中に根強く残っていた『乙姫様御正室案』はたちまち消えていった。

　しかし、事態が急変したのはそれから半刻も経たないうちだった。

　急遽前坂家上屋敷に駆けつけた火盗改メの長官と一緒に、囚人を留め置く揚屋あがりやで美作守の尋問をはじめた矢先、血相を変えた瀧島が駆けこんできた。

「御殿様！」

「瀧島、どうした？」

「御殿様、お凛の御方様の容体が急変したとおまさが……」

「なんだと!?」

「急ぎ、お凛さまの御部屋にお戻りください」

「すぐに行く」

　尋問を長官と瀧島に任せ、血相を変えて揚屋を飛び出す後ろ姿に美作守が罵詈雑言を浴びせる。しかし、長官があきれ顔になりながらも、後ろ手に縛られたままだった美作守の戒めを解く。

「む、かたじけない」

　長官の「せめて大名として見苦しくないようにしてほしい」という無言の願いが通じたらしく、美作守は、下級官吏である長官の前に大人しく端座した。

「美作守様……他家の御側室を射殺そうだなどと、愚かなことをなさいましたなぁ……」

　しみじみ語りかける長官に向かって、にたり、と、美作守が笑った。

「娘の恋心も大切であるが、それよりもっと大切なものがあってな。それは御家である。そなたも、武家であるならわかるであろう？　体面を保てぬ武家、家名を傷つけられた武家は、生きてゆけぬのじゃ」

「御家のためなら娘の想い人であっても始末する、と？」

「しかり。それが武家というもの。しかし余が立てた計略が大いに狂うたが――加賀守は愛しき女をなすすべもなく喪うしなって嘆き悲しみ、乙を苦しめた側室は悶え苦しみながら死んでゆくのかと思うと、これはこれでよい。胸の痞つかえがとれる思いであるな」

　長官は、わけがわからぬ、とでも言うように頭を横に振った。

「のう、長官。側室が死したとなれば乙はどうするであろうか。父に感謝するであろう。今はわからずとも、乙と夫婦になるのが最善であると加賀守もいつかは気づくであろう。ああ、家名を守ったあっぱれな殿じゃと評判になるに違いない。加賀守、余の足元に這いつくばって許しを乞うがいい」

　けたけたと美作守は、狂ったように笑った。

　長官が険しい顔になり、瀧島も、これ以上ないほど青ざめた。瀧島が、震えながら美作守の顔を覗きこんだ。

「美作守様……まさか矢に……御家には代々伝わる毒物が……」

「くくくっ……」

「まさか、まことにそれを用いて？」

「さぁてな？」

「お凛の御方様を……助けなければ……」

　美作守の耳障りな高笑いが響き、唇を噛んだ瀧島はその場をそっと後にした。
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「リン、リン、しっかりしろ……」

　徳洋は、苦しげなリンの傍らに膝をついてその手を握っていた。リンの熱が急激に上がっていた。真っ赤な顔で呼吸は荒くなり、体がときおり痙攣している。徳洋の呼びかけにも応じず、会話もできない。

「急にどうしたというのだ……ほかに症状は？」

　リンの脈をみているおまさが、険しい顔で、

「矢尻はすぐに抜けて縫合も終わったのですが……その直後から、発熱、嘔吐、腹痛、意識障害、痙攣にございます」

　と、告げる。

「……まさか、何らかの毒、薬物か？」

「おそらくは毒矢だったのでしょう。一刻も早く毒を特定し解毒剤を……！」

「リン、俺の声が聞こえるか……」

　リンがかすかに口を開けるが、すぐに閉じてしまう。

「リン……。くそっ、これは何の毒なんだ……」

　ぎりり、と、奥歯をかんだ徳洋が、心底悔しそうに言う。

「申し訳ございません。わたくしは応急処置はできますが、毒の種類が判別できません」

「おまさ、誰なら、判別できるのだ？」

　おまさは、少し考えるそぶりを見せたあと、

「当家お抱えの医師なら可能かと……」

　と、控えめに言った。だが、徳洋はがっかりした表情になった。

「それが、著名な蘭方医らんぽういが長崎から江戸に出てきているとかで、医師も薬師もこぞって勉強に出かけている」

　タイミングの悪い、と、おまさが思わず呟く。

「そうだ……毒を仕こんだ張本人なら……解毒剤も調合して持っているかもしれない」

　言いながら徳洋は立ち上がった。その手には、大刀を持っている。

「お殿さま？　まさか……」

「……おまさ、といったか」

「はい」

「この時代は、個人のことよりも御家が大事なんだろう。ましてや前坂家は百万石の大藩だからな、当主が御家を軽んじるなどあってはならないんだろうな」

　おまさは、御殿様の雰囲気も言葉づかいも、普段と違うことに気がついていた。が、黙って耳を傾ける。

「だが俺は――御家よりも役職よりもなにより、リンが大事だ。リンとともに生きていくと決めた。リンにもしものことがあれば俺は……」

「きっと、おリンさまも同じ思いでしょう。おリンさまは愛する人と生きるために、必死で毒と戦っていらっしゃいます」

　頑張って、とおまさが、リンの細い手を握る。

「……無駄口をきいた。忘れてくれ」

「はい」

「リンを頼む」

　そう言い捨てた徳洋が向かったのは、揚屋である。美作守が地面に大人しく座り、火盗改メの長官が苛烈な目で美作守を睨み据えていた。

「長官、尋問をかわってくれ。美作守殿に聞きたいことがある」

「どうぞ、加賀守様」

　そのまま美作守の前に立つと、いきなり抜刀ばっとうした。とっさに長官が「加賀守様！」と叫んで着物の袂たもとを押さえた。

「む……」

「問答無用の斬り捨ては見すごせませぬ！」

「しかし！」

「大暴れでもしたならともかく、かように大人しくなさっているのです。それを斬ったとなれば幕閣よりお咎めがありましょう。そっと、そのまま、尋問をなさいませ」

　承知した、と、小さな声がし、長官はそっと着物を放した。

「美作守殿、毒矢であったとは卑怯なり」

「いよいよ苦しみ出したか」

「矢尻に何を塗ったのだ？　毒の種類を答えよ」

「ふん、それが人にものを頼む態度か」

「勘違いしてもらっては困る。頼んでいるのではない――毒の種類を喋らせにきた」

　刃が美作守の首筋にぴたりと添えられた。が、美作守はまったく動じない。

「加賀守、いつになく必死であるな。早く解毒せねば愛しい女の命はないゆえ、必死にもなるか。おぬしがこうして遊んでいる間に、ほれ、あの女はぽっくりと……」

「黙れ。毒の種類は何だ」

　大藩を預かる、大大名家の当主同士が睨み合い、一瞬にして殺気が満ちる。

　加賀守の突きつけた刀の切っ先がじわじわと美作守の皮膚を傷つけ、ぽた、ぽた、と、血が滴る音が響く。

「もう一度聞く……毒の種類は」

「教えると思うたか、若造が」

「貴様！」

「おぬしの寵愛が深ければ深いほど、あの女を喪ったおぬしの衝撃は強かろう」

「おのれ……」

　リンを助けたい、その思いと焦りが痛いほど周囲に伝わる。伝われば伝わるほど美作守が喜び、加賀守は苛立つ。

　と、そこへ、ふいに小さな声がした。

「……加賀守様、乙にございます」

「乙姫様！　かような場所へ来てはなりません」

　とっさに徳洋と長官が乙姫の前に立ちふさがった。父親が尋問されている場面を少女に見せるのは忍びないと思ったのだ。

「御殿様……このたびは、わが父がとんでもないことを……」

　乙姫が、その場に平伏した。細い肩が細かく震え、髪に挿した簪が揺れる。

「姫……顔をあげてください」

「この程度のことでお許しいただけるとは思いませんが……。父上、加賀守様……わたくしは落飾らくしょくし尼寺へまいろうと思います」

　なんじゃと、と、美作守が取り乱し暴れるが、長官がすばやく押さえる。

　涙にぬれた顔をあげた乙姫は、手に小さな紙片と瓶を持っていた。

「御殿様……こちらを湯で煎じてお凛さまにゆっくりゆっくり飲ませてさしあげてください。適量はそちらの紙に」

　即座に紙片を開いてみれば、毒薬の種類と解毒方法が書かれている。さらに美作守が暴れるが、長官が力任せに押さえつける。

「姫、これは……」

「わが家に代々伝わる毒にございます。万が一、落城や離縁の憂き目にあったら、この毒や解毒剤を適宜使うようにと、持たされておりました。父が使用した毒も、これでしょう」

「姫、恩に着ます」

　御殿様が、きっちりと乙姫に頭を下げた。

「御殿様……あの、御殿様……」

「これでリンを助けられます。かたじけない」

「……はい」

「姫、貴女が落飾して尼寺へ行く必要はありません。そのことは、きちんと話し合いましょう。御免！」

　かすかに伸ばされた乙姫の指先に、羽織の布地がほんのわずか触れた。だが、乙姫はそれを握ることなく膝に手を置いた。

　心の底よりお慕い申し上げておりました――と、遠ざかる背中に向かって、乙姫は小さく呟いた。










　乙姫が渡した解毒剤は、緩やかに効果を発揮した。解毒剤を飲ませはじめて三日目の朝、リンがゆっくりと目を開けた。

　まだ会話はできず、一日の大半を眠ったまま過ごしたが、飲ませ続けることさらに五日。

「……せん、ぱ……」

　か細い声が、寝間ねまに響いた。

「リン？」

「わた、し……」

　体を起こそうとするリンを手伝い、寝間着姿の徳洋がリンのもとへと駆け寄る。しっかり徳洋を見て、瞬きをするリンを、抱きしめる。

「よかった、ほんとうに……よかった……お前を喪うかと思ったら、生きた心地がしなかった」

「先輩……先輩をひとり残して……死んだりしません……」

　だってここで一緒に生きるって決めたから、と、リンが細い声で言う。

「リン……元気になったらすぐに祝言をあげよう。誰に何と言われようとも……俺の妻はリンだけだ」

「はい、先輩」

　嬉しいです、と、リンが笑う。

「……先輩、は、そろそろ卒業したいぞ、リン」

「え、じゃあ……徳洋さん？」

「ん、それいいな……もう一度、言ってくれ」

「……徳洋さん」

「うむ」

　照れたように笑った徳洋は、リンの細い体をあらためて力いっぱい抱きしめた。

「徳洋さん、苦しいです……」

「まだキスも何もできないんだ、これくらい許せ」

　リンの形の良い額に落ちかかる髪をさらりと撫でながら、徳洋が真顔で「俺を残して勝手に死ぬな」と言う。

　はい、ごめんなさい、と、リンがくすくす笑った。

　徳洋の腕の中で、生還した喜び、徳洋に抱きしめられる喜び、徳洋が生きている喜び。それらをリンは噛みしめていた。
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　それから三月みつきほどがたったある日の夕暮れ時。

　前坂家の一同は、突然の御殿様からの招集に戸惑いを隠せずにいた。なにせ、江戸にいる側近や小姓衆といった上士じょうしはほぼ全員が呼ばれ、普段お側近くに呼ばれることのない下士かしはそれぞれの組頭くみがしらが招集された。

　屋敷の一番大きい広間の襖を取り払ったが、それでも人が溢れている。

「松平様御息女のことだろうけれども……」

「美作松平家が御家取り潰しにならぬよう、御殿様が走り回ったと聞くぞ」

　その甲斐あって、当代美作守は隠居を命ぜられるだけですんだ。そして、まだ七つではあるが嫡男が来春、家督を継ぐことが許された。

　さらには当代加賀守が、若き美作守の後見人を務め、公私にわたって面倒を見ることになった。上様の采配であるらしいが加賀守は二つ返事で引き受けたという。人の良いことよな、と、この点においては家中の意見は一致している。

「ところで、お凛様との祝言はどうなったのだ？　幕府がいい顔をしなかったと聞いたぞ」

「お凛様は人品骨柄卑しからぬが、残念なことに、両親ふたおやはすでに亡く、後ろ盾がまったくないゆえなぁ……」

「とはいえ、狂犬のごとき美作守を岳父にしたところで、わが御殿様が苦労するのは火を見るよりも明らか」

　たしかに、と、これまた一同の見解は一致している。

「御息女の輿入れを断ったところで……言うてはなんだが、美作松平家とはそもそも不仲であるからして、さらに仲が拗れても問題あるまい」

「まぁ、な……」

　そこへ颯爽と現れた御殿様は着座するなり、屋敷に残っている側室候補たちに『永ながのお暇いとま』を命じた。己の育った屋敷や里へ戻るも可能であるとし、さらに希望者には就職先を斡旋するとまで言ってのけた。

　それはつまり、側室は置かない、妻はひとりしか置かないという宣言である。もちろん、前坂家にとって前代未聞であるし、他家の歴史をひも解いても、そうめったにあるものではないだろう。立錐の余地なく人が集まっている大広間であるが、しーんと静まり返ってしまった。

　だがそんな一同にはおかまいなしで、

「皆に申し付くる。ここにいるリンを正式に余の正室とする。上様より御許しを賜ったゆえ、本日、届とどけを出してきた」

　と高らかに宣言した。思わぬ吉報に、家臣たちがうちそろって「おめでとうござりまする」と唱和した。

　さらに、御殿様の言葉は続く。

「美作松平家の御息女乙姫様におかれては、余とリンの養女として大奥へ輿入れすることと相成った。来春より、御台様みだいさまとお呼びすることとなる」

　リンに手を引かれて姿を現した乙姫は、少女らしい初々しさを放ち、晴れやかな顔をしていた。

「いったいどこで姫の姿をご覧になったのかわからぬが、上様が一目惚れなさった。それでも大奥なぞ苦労することが明らかであるゆえ丁重にお断りし、交代寄合表御礼衆こうたいよりあいおもておんれいしゅうのとある名家への輿入れを検討していたのだが、上様がなかなかにしつこい。姫の縁談相手に勝手に嫁をあてがったのみならず、読むだにこっぱずかしい熱烈な恋文を送りつけ、まめまめしく贈り物をし、挙げ句、御おん自ら忍んで姫に逢いにこられるわ、屋敷から盗み出そうとなされるわ、駆け落ちを誘うわ……」

　乙姫も、熱烈に愛されて絆ほだされたのか、ついに先日「わたくし、大奥へまいります」と言ったのである。

　無理をしなくていいと、徳洋も美作守もリンも言ったのだが、乙姫の意志は固く、決して無理をしているのではなく上様に惹かれたのだと答えた。

　しかしそうなったらそうなったで、御台様の父が大騒動を引き起こした挙げ句に蟄居謹慎中というのではいさかかならずとも外聞が大変に悪い。

　そこで、側用人の小野寺が捻り出した案が「加賀守の養女としたのち、大奥に輿入れする」というものであった。

　徳洋は単純に「名案である！」と思ったのだが、さすがよのう、と、上様御側御用取次の老臣が苦笑いしていた。

『加賀守養女』とするからには、加賀守が独身であってはいささか不自然である。そのため、急ぎ夫婦になり祝言をあげねば、という流れになり、あっという間に上様の許しが出たのだ。小野寺老人は、そこまで計算してのことであったのだ。

「以上である。異論反論あろうと思うが、余は、もう決めた。よいな！」

　ははーっ……と、家臣たちが一斉に平伏した。

　おざなりな平伏ではなく、心よりの礼である。徳洋と、リンは、それを嬉しそうに見つめた。






　翌月――。

　徳洋と、リンの祝言が盛大に執り行われた。リンがまだ本調子でないため控えめにするはずだったのだが、参議の婚姻とあって江戸中に知れ渡り、祝いを述べる人がひっきりなしであった。

　リンは、瀧島やなじみの女中たちの手によって白無垢に綿帽子の花嫁衣裳を着付けてもらった。豪華にすべしとの家中の声は強かったが、リンは「できるだけ質素に」と願った。

　そして、顔には淡く白粉おしろいが刷かれ、鮮やかな紅が際立っていた。

「なんともきれいな花嫁御寮ごりょうにございますな」

　と、裃かみしも姿の小野寺が目を細めて言う。瀧島が、リンに懐剣を手渡し、リンはそれを白無垢の襟に差しこんだ。

　一方の徳洋は、大名の正装である束帯そくたい姿で畏まっていた。が、仲人に手を引かれたリンが座敷に登場してからは、リンに見惚れっぱなしである。

　ごほん、と、小野寺と瀧島がそろって咳ばらいをする。

「な、なんだ？」

「御殿様、畏れながら、しまりのないお顔は差し控えていただききたく存じまする」

「なっ！　爺、俺はそんなにだらしのない顔をしていたか？」

　はい、と、小野寺が楽しそうに頷く。その隣では、

「江戸一番の花嫁様に何かお言葉を」

　と、瀧島が言う。

「……リン、きれいだ」

　そして祝言に招かれた人々は、世にも美しい花嫁の姿を目にして感嘆し、ふたりの睦まじさに驚嘆する。

　艶やかで雅やかな祝言はもとより、ふたりが常になく幸せそうに寄り添う姿は讀賣にも書かれ、江戸の人々の憧れになったとか――。

「徳洋さん」

「ん？」

「わたし、幸せです。こっちで頑張りましょうね」

　うん、と返事をしながら徳洋はリンを抱き寄せた。リンの唇に己のそれを重ねたあと、ぎゅっと手を繋いだ。







了










著者紹介




鋼雅　暁（こうが・あかつき）


東京在住。２００９年ＷＥＢコラムとシナリオライターデビュー、２０１２年電子書籍デビュー。今も変わらず電子書籍とＷＥＢコラムを書いています。

代表作：『小野妖怪よろず相談処』『幕末少年風雲録――健次郎の剣――』








Copyright © 2020 Akatuki Kouga All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		その壱　リンの章


		その弐　徳洋の章


		その参　奥の章


		その肆　再会の章


		その伍　政略の章


		その陸　側室の章


		その漆　波乱の章


		その捌　再愛の章









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





